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　1．問題と目的

　精神発達遅滞児の幼児教育を概観すると，近年’

保育園や幼稚園における統合保育や障害幼児を対

象とする通園施設での保育などにおいて，精神発

達遅滞幼児の保育，教育内容は発展してきている。

しかしながら，上記の機関で教育をうけることが

できるのは，早い場合で3歳であり，普通は4．

5歳か亭である。早期に診断をうけても，教育の

場に至るまでの数年間は放置されているのが現状

である。

　0歳からの超早期教育は，視覚障害児，聴覚障

害児あるいは脳性マヒ児を対象にして，かなり実

施されているが，精神発達遅滞児にっいてはほと

んど実施されておらず，障害を診断されてから数

年問は多くの親は不安を抱きつつ細々と医療との

関係を保っているだけである。精神発達遅滞児に

おいても，診断が明らかになった時点から早期教

育が必要である。その早期教育の内容は，医学領

域や心理学領域などのいくつかの領域の密接な連

けいのもとに行われるべきものであるが，その方

法・内容とも未だ検討されていない。

　ダウン症侯群（以下ダウン症）は，出生時に診

断が可能な精神発達遅滞児である。その点から言

えば，早期診断の後，ただちに超早期教育を実施

できる典型的な精神遅滞児である。従って，ダウ

ン症児の早期教育の内容を検討することによって，

それ以外の原因による精神発生遅滞児の早期教育

の方法や問題点を明らかにすることができる。

　本研究では，0・1歳ダウン症児の早期教育

（Ear1y　Stim山ation　Program）のプログラムの

検討と早期教育の効果の検討（中間報告）を行う

ことを目的とする。

　2．ダウン症児の早期教育プログラムの概要

　（1）ダウン症児の早期教育プログラムの特徴

　最近の乳児研究からその母親の役割の重要性が

指摘されている。これは，第一に子どもの主たる

養育者である母親が，最も効果的な刺激作用の提

’供者になりうるということである。第二に，単に

刺激を与えるという役割だけでなく，乳児期の健

全な母子関係がのちの子どもの発達に大きな影響

を与えるということである。

　ダウン症児であると診断を告げる時期は，近年

しだいに早くなっており，我々の調査では65％の

親が生後1月以内に診断をうげている。診断をう

けた母親をはじめとする家族は，子どもを育てる

意欲すら揺らぎ，子どもをあやすなどの刺激を与

えず（ダウン症児自身からの反応も極端に少く放

置されたままになることが多い），健全な母子関係

の形成に支障をきたすことが考えられる。

　従って，我々のダウン症児の早期教育の特徴ぽ，

単に子どもの能カを促進することだけでなく親が

主体的に参加することである。つまり，母親に指

導技術を教えながら子どもの発達していく姿に目

を向けさせ，子どもの状態をそのまま受容できる

ように指導することが重要である。その結果，母

親は子どもを過大評価や過少評価をせず，適切な

養育態度を身にっけることができるであろう。

　っまり，我々のダウン症児の早期教育プログラ

ムの特徴の第一点は，（1）親が情緒的に安定し，子

どもの障害をありのままに受容し，（2）子どもの発

達を正しくとらえることができ，13）それによって

適切な養育態度をとることができるようになるこ

とである。

　次に，早期教育プログラムの特徴の第二点目は，

ダウン症児の発達を促進させることである。その
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ためにダウン症児の発達を正しく把握し，現在の

子どもの発達課題を決定し，毎日の育児の中で母

親が実施できるプログラムを組みこむ方法がよい

と思われる。

　（2）ダウン症児の早期教育プログラムの内容

　ダウン症児の早期教育プログラムは，次の二っ

に分けら、れる。

＜親に対する指導＞

　生まれてまもなくダウン症と診断された親が一

日も早く立ち直り，好ましい養育態度をとること

ができるようにするために，次のような指導を行

う。

　1．ダウン症についての正しい知識を得る。

　　ダウン症の原因，医学的合併症（心疾患，眼

科，耳鼻科的問題，感染症罹患など）の問題，生

命予後，精神発達・身体発育，幼児教育，学校教

育など。

　2．障害児をめぐる社会的問題を知る。

　　福祉制度，教育・福祉機関の利用のしかた，

他のきょうだいとの関係，近所の人や親籍の人と

のつき合ギ方，父親の役割など。

　3．ダウン症乳児の養育に関する一般的知識を得

　る。

　　健康管理の方法，栄養指導，生活全体の組織

化など。

＜早期教育プログラム＞

　我々のダウン症児の早期教育プログラム（精神

年齢24ヵ月まで）を附表に示す。このプログラム

は現在試案のものであり，今後さらに改正をかさ

ねる予定のものである。また，参考にしたものは，

下記のものである。、

　本早期教育プログラムは，次頁に示すように粗．

大運動，知覚・攻綴運動，言語，社会性・身辺自

立の四領域から成っている。

　各領域は，2～8の下位項目に分かれ，下位項

目はそれぞれスモールステップ化されている。

　3．方　法

　（1）対象児

　対象児は表1に示した31名である。後述するよ

うに三っの指導形態があり，それぞれ通所指導ユ9

名，家庭訪問指導5名，通信指導7名であった。

しかし，指導形態は途中で変更する場合もあった。

参加時の平均生活年齢は，通所指導ユ才2ヵ月，

家庭訪問指導O才8ヵ月，通信指導ユ才4ヵ月で

あった。参加時，生活年齢が0歳であったもの10

名，1歳であった者2正名であった。

　対象児3ユ名のうち2名はD・G転座型であり，

他はすべて標準型トリソミーであった。合併症で

は，心疾患6名，点頭てんかんユ名であった。

　（2）指導期問

　表2に，対象児全員の指導期問を示した。形態

別の平均指導期間を求めると，通所指導6．3ヵ月，

家庭訪問指導5．6ヵ月，通信指導47ヵ月であった。

大学 プログラム名 指　導　領　域

Washington

（U．S．A．）

The　Do㎜’s　Synodrome　Programs Gross　Motor，Fine　Motor，Cognitive，

Language，SociaI＆Se1f－He1p．

Oregon

（u　S．A．）

Teaching　Your　Do㎜’s　Syndrome

Infant：A　Guide　for　Parents

Gross　Motor，Fine　Motor，Communication，

S㏄ial　and　Se1f－He1p

Michigan
（U　S．A．）

邦訳　乳幼児の発達指導法

　　　高松鶴吉監訳　医歯薬出版

粗大運動，知覚・攻綴運動，認知，言語，社

会性・情緒，身辺自立

Macquarie

（Australia）

Downも　Syndrome　Program Gross　Motor，Fine　Motor　Adaptive，

Language，Expressive，庄rsona1－S㏄ia1
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本指導プログラムの領域と内容

粗大運動

首のすわり

お　坐　り

寝　返　り

はいはい
立　　　位

歩　　　行

蹴りと跳躍

投　げ　る

（15）

（ユ6）

（6）

（7）

（ユ0）

（12）

（5）

（2）

知覚・攻綴運動

視　　　覚

手を伸ばす

握　　　る

物の操作I
物の操作皿

問題解決

（6）

（3）

（9）

（28）

（5）

（9）

…麦　　…五
1＝＝1　　　回目

表出言語　　（16）

受容言語　（20）

社会一身辺自立

愛着行動
社会的遊び

食　　　事

着　　　脱

排　　　泄

（11）

（15）

（29）

（2ユ）

（’5）

（）内の数値はシート枚数を示す。

Tableユ　対象児（人数）

CA 通所指導 訪問指 通信指導
（才） 男女計 男女計 男女計

計

0 33，6 ユ23 10ユ
ユ0

1 8513 ユ12 516 21

計 11819 235 617 31

　（3）指導形態

　通所指導を原則としたが，距離的な問題やその

他の家庭の事情，あるいは対象児の年齢が小さく

健康管理上から通所不可能な場合には，家庭訪問

指導と通信指導を行った。

　通所指導とは，親と子どもが通ってくるもので

あり，家庭訪問指導とはスタッフが子どもの家庭

を訪問するもの，通信指導とは通信による指導で

ある。

　（4）指導方法

　指導方法は，三形態とも原則は変らないので通

所指導における方法について述べる。

①発達診断

　a．発達診断

　　古賀式MC　Cベビーテスト，津守式乳幼児

　　精神発達検査，Bay1ey　Sca1es　of　Infant

　　Deve1opment（Motor　Sca1e），行動観察から

Table2　指導期間

対 参加 形 55年　　　　56年
象 性
、CA 態 6789101112123456児 月月月月月月月月月月月月月

YI女01ユ
EH男O：3
HS男0：3
SS女0：7
DF男0：8
AO女0：11
NI女1：0
TI男1：0

通

FS男1：1
DS男1：3

所

AA男1：4
TY男1：5

指

HA男1：6
SW男ユ：7

導

MT男1：10
HK女ユ：10
SH女1：11
YK女ユ：1ユ

AY女1：11

AI男0：2
TS女O：3

訪

YM女0：4
問

TK男ユ10
指

MS女1：8
導

TN男0：11
TN男工：0
MF男1：3

通

EO男1：4
信

MO男1：4
指

KO女1：10導
HK男1：ユ王

（才カ月）
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　不充分である。

。子どもに興味をも一たせようとしてうまくいかな

　いとイライラする。

　以上のアンケート調査や我々の観察から考察す

ると，親が主体的に参加し子どもの発達に合わせ

て正しい養育態度を身にっけるという目標はかな

り達成されたと言えよう。しかし，この方法も，

親の考え方や能カ，家庭事情などの違いを充分考

慮しながら行わねばならないことを示している。

②指導回数

　指導問隔は月一回で実施した。ダウン症児の0

歳の時期は，感染症にかかりやすく身体的健康管

理の面から，頻繁に外出することは好ましくない。

生後2ヵ月又は3ヵ月から開始した症例の場合は、

しばらくの問家庭訪問指導を行った。このような

点から考えると0歳の時期は月一回の指導でよい

と思われる。

　しかしながら，ユ歳になるとダウン症児の多く

は坐位が可能となり興味もひろがりより多くの経

験をすることが必要となってくる。できれば月二

～三回の間隔がよいのではないかと思われる。

　以上，主に，指導方法について若干の問題点を

指摘したが，「早期教育プログラム」の検討につい

ては現在実施中である。

　（2）早期教育プログラムの効果（中間報告）

①精神年齢（Mental　Age）の変化

　発達診断に実施した古賀式MCCベビーテスト

による精神年齢の変化を図2に示した。点線で示

した曲線はCarr（ヱ975）による訓練をうけない家

庭養育ダウン症児の精神年齢（Bayley　Scales

of　Intant　Developmentによる）の平均曲線で

ある。我々の症例の精神年齢と比較してみると，

12ヵ月ごろまではCarrの曲線とほぼ類似してい

るが，それ以後の発達はCarrのそれよりかなり。

良い発達を示している。なお，症例7は点頭てん

かんを合併している女児であり，症例ユ0は重篤な

心臓疾患を合併し全身状態の悪い男児である。こ

のような症例は，精神発達も著しく遅れているこ

とがわかる。

②発達指数（DQ）の変化

　図3は，古賀式MCCベビーテストのDQを初
回発達診断時と最後の発達診断時の変化を示した
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Fig．3　DQ　Change

ものである。それによると，DQ89～80とDQ．

59～50が減少し，DQ79～70，69～60が増加し

ている。D　Q89～80が減少しているのは，ダウン

症児のD　QはC　Aとともに低下するという報告

（Me1yn，ユ973，池田，1973，藤田，ユ974）と同じ

現象を示すものと思われる。

　図4は，最後に検査したD　Qを，6～12ヵ月未

満，12～18ヵ月，18～24ヵ月，24～30ヵ月の範囲

別に平均を示したものである。比較するために藤

田（1974）とCarr（1975）のDQの変化を図示

した。我々の結果は，D　Qの低下が著しくないと

いう点でややその効果がうかがえるが，早期教育

の効果をDQの向上で検討するのは余りにも機械
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E arly Stimulation Programs for Down's Syndrome Infant Blrth to Age 1 

Yukie IKEDA, Yuko OKAZAKI, Kazue FUJII, Masayuki SHIBASAKI, 

Yuko KAMlYA, Yoriko KAMATA, Tsutomu NAGASAKI, Mari MATSUBARA, 
Masamichi NAGAHATA, Jun TAKAHASHI, Yoshizo OHNO 

In recent years, many early stimulation programs have been demonstrated and discussed about 

its effects. In Japan, early stimulation programs usually include above 3 years old, so there are few 

programs for birth to age 3. 

We took much interest in foreign early stimulation programs, so we set about making our ori-

ginal programs. Refering to some'foreign programs, we made programs with small steps in four 

areas gross motor, fine motor, communication and social self-help 

3 1 infants with Down's syndrome were trained by our original early stimulation program. The 

effects of early stimulation program were analyzed by means of MCC Infant Developmental Test, 

Bayley Scales of Infant Development (Moter scale). 

Mental Age curves of Down's syndrome infants were superior to control (Carr, 1975). At 

motor developmental milestone, the mean age of head control and sitting was earlier than the 

control (Ikeda, 1 976). 
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粗大運動
首のすわり

シート番号 目　　標 訓　　　練　　　方　　　法

1 左右への動き（1〕 1．子どもをうつぷせに音る。

うっぷせにされるとI 2．子どもの左右どちらかに，ガラガラなどのおもちゃを置いて，子どもの

頭を横に向ける 注意をひくようにそのおもちゃを振って見せる。

※〔i〕 ＜援助の方法＞

1．子どもが頭を向けたら，ほめる。
2．オモチャを振って見せても，子どもがその方を向かない場合，母親（あ

るいは他の養育者）が子どもの頭に手を添えて，オモチャの方へ頭を向け

てやる。子どもがオモチャを見ている時には，興味をひくようオモチャを

振り動かす。

a　左右，両方向とも，練習する。

2 左右への動き12〕 1．子どもをあおむけにする。

あおむけにされるξ， 2．首のすわりシート番号1と同一。

頭を左右に向ける ＜援助の方法＞

〔1〕 首のすわりシート番号1と同一。

3 左右への動き13〕 1．子どもを支えて坐位にする（母親の膝の間に坐らせるとよい）。

支えて坐位にすると 2．首のすわりシート番号ユと同一。

頭を左右に向ける く援助の方法＞

〔1〕 首のすわりシート番号1と同一。、

4 体をまっすぐに支えた時 1．母親の両腕の中に子どもを抱きかかえ，頭の支えを少し減らす。

首がぐらぐらしない11〕 2．子どもの頭は、母親の胸によりかからせておいて，オ毛チャを見せたり

〔1〕 何かを聞かせる。子どもが頭を母親の胸から離して持ち上げるように1オ

モチャを見せたり，音を聞かせたりする。

5 体をまっすぐに支えた時 1．子どもの身体を支えて母親の膝の上に坐らせる。

首かぐらぐらしない12〕 2．子どもは前を向いていても，母親の方を向いていても，どちらでもよい

〔2〕 が，背中でよりかからないで，自分の頭をまっすぐに保っているようにす

る。子どもの頭が母親の肩より高い位置になるように支え，頭をまっすぐ

に保っている時問を少しずつ長くしていく。

6 首のすわり1！〕 1．子どもをうつぷせにする。

うつぶせで瞬時頭をも 2．両手を胸の下で組ませ、子どもの頭の前か少し上でオモチャ（例えばガ

ち上げる ラガラ）を見せる。もし，子どもが頭をもち上げて，一瞬あごが床から離

〔2〕 れたらよい。

＜援助の方法＞

1．全面介助一あごを母親の手で少し上げてやりながら，rほら」，見てごら
ん。」などと、声を’か．ける。

2．部分介助一あごをほんの少し支えてやるだけ。
3．介助なし

7 首のすわり12〕 1．頭と胸が幾分もちあがるように，子どもの胸の下にタオルを巻いたもの

うっぷせで，頭をもち や小さな枕を敷いて、うつぷせにする。もし，子どもが頭をもち上げられ

上げる（床に対して45。 ない時は，援助する。

の角度で少なくとも30 （胸の下に敷く枕類は、子どもが疲れないで，長時問確実に頭をもち上げて

秒間） いることができるようになるまで便う。子どもがオモチャを手にとって遊

〔2〕 ぷようになったら，枕類は取り除く。）

＜援助の方法＞

1．床から45。上方から，オモチャや鏡を使って頭をもち上げるよう誘う。話

しかけたり、オモチャを見せて、45憾で頭をもち上げさせ1もち上げたま

ま保持する時間を増やしていく。

2．保持することができるようになったら，もち上げたまま左右を見まわす

ことを行なわせる。

※〔〕内の数値は、健常児が獲得する平均月齢を示す。
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8 首のすわり13〕 1．胸の下に大きな枕を置いて，両方の前腕で支えて胸をもち上げたうっぷ

うっぷせで自分の両方 せの姿勢をとらせる。子どもが胸や頭をもち上げるように励ます。

の前腕で体を支えて， 2．子どもを両前腕に体重をかけたうつぷせの姿勢にする。

胸と頭（90。）をもち上 子どもの頭を手伝ってもち上げてやり，子どもが自ら頭を上げるように励
げる ます。

〔2〕

9 子どもを空間でうっぷせ 1．子どもを空間でうっぶせにして，水平に支える。子どもを母親の両膝の

にして水平に支えると， 上にうつぷせにして，その腹部を支えてもよい。

頭を垂直に上げるω 2．子どもの顔の前から名前を呼んだり，話しかけたりして，そちらの方向
〔3〕 を向くように誘う。

1O 子どもを空間でうっぶせ 1　首のすわりシート番号9と同一。
にして水平に支えると， 2．色のついた音の出るオモチャを見せて、オモチャをゆっくり上方に動か

頭を垂直に上げる12〕 して、両目で追わせて、頭をもち上げるように誘う。

〔3〕

11 あおむけから頭が後にの 1．子どもの頭と肩を支えて、ゆっくりと坐位に起こす。

けぞることなく坐位に起 体が坐位に近づくにつれて頭の支えを少なくする。

き上がるl1〕

〔5〕

i2 あおむけから頭が後ろに 1．子どもをあおむけに寝かせて，頭が軽くもち上がるように，頭のうしろ

のけぞることなく坐位に に小さな枕か折りたたんだタオルを置く。

起き上がる12〕 2．体が床に対して4げになるまで引き起こしてやり，子どもが自ら頭をも
〔5〕 ち上げて体と平行になるまでまっ。

13 あおむけから頭が後ろに ！．子どもをあおむけに寝かせて，ゆっくりと坐位に引き起こす。

のけぞることなく坐位に 床から15砺呈もち上げた時に，、弓1き起こすことを中止して，子どもが自

起き上がる（3〕 ら頭をもち上げるまでまっ。

〔5〕 2．子どもを坐位からあおむけへ徐々に寝かせる。子どもが床に頭を打ちつ

けないように，床に枕を置いておく。この枕は子どもが頭をのけぞらせて

床に打ちつけなくなるまで置いておく。

＜援助の方法〉

1．頭をのけぞらせて床に打ちつけないよう，十分気をつける。

2．子どもの手首をもって引き起こしてはいけない。子どもが自らの手を握

って腕にカを入れて起き上がってくることができるようになるまでは，肩

を支えて起こす。

3．子どもが腕にカを入れて，自分で起きるようになったら，手首をもって

引き起こしてもよい。

14 あお向けに寝かせて，頭 1．子どもの頭の後ろにタオルか小さな枕を置いて、首を少し曲げさせてお

をもち上げさせる。 く。子どもが楽に動作を行なえるようになったら．枕は取り除く、。

〔6〕 2．子どもの頭を後ろから支えて「頭をもち上げ’てごらん。」と言いながら
一緒にもち上げ’る。

3．子どもの足元に坐って．好きなオモチャを見せて頭をもち上げるように
誘う。

4．子どもの腰のあたりに．母親の両手を差し出して，お坐りするように言

う。母親の手を握って坐ろうとすると同時に，自ら頭をもち上げ始めるま

で練習する。

15 空中であおむけに支える 1．子どもの背中を支えて顔を上に向けて空中に保持する。

と，自発的に頭を垂直に 誰かに子どもの名前を呼んでもら一・たり，オモチャを見せて誘って，頭

もち上げる。 をもち上げさせる。

∴∵21警㌫；空賦鳩瓢1二に’頭をもち上二
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お坐り

シート番号 目　　　標一 訓　　　　練　　　　方　　　　法

ユ 支えられて坐るω 1．家具や壁など、子どもを支えるのに適当な場所に子どもを置く。

1分以上，．家具あるい 2．母親が子どもと対面する位置から子どもに話しかけたり，子どもの喜ぷ

はだれかの手で支えら オモチャを見せるなどして、子どもが支えられて坐るこの姿勢を持続させ

れて坐る るよう励ます。

〔3〕

2 支えられて坐る12〕 1．母親の両手で子どもを支えて坐位にする。

ユ分以上，家具あるい ＜援助の方法〉

はだれかの手で支えら 1．両手でしっかり支え，子どもと対面する位置から子どもに話しかける。

れて坐る 2．同様に，子どもの喜ぷオモチャを見せて，その姿勢を保つよう励ます。

〔3〕

3 支えられて坐る時，頭が 1．母親の前に子どもを坐らせるか，，母親の膝にのせて胸で支える。

安定する、坐位にさせら 2．子どもの好きなオモチャ（音の出るものや色のきれいな目立っオモチャ

れると頭をまっすぐに保 がよい）を子どもの前に提示し，「OOちゃん，見てごらん。」と呼びか

つ ける。

〔3〕 3．オモチャをだんだん目の高さに合うようにあげていき，最後には．子ど

もの頭が床に対して90。になるようにする。

く援助の方法＞

1．子どもが頭をできるだけ長くもち上げられるように，子どもにオモチャ

を見せたり，声をかけてほめてやる。

2．色々なものを使ってみたり，子どもの注意をひくようオモチャの動きを

変えてみる。

3．1日10回ずつ練習する。

＜記録の方法＞

10回中8回位まで，子どもが目標の姿勢を保持する時間は，次の何番かをシ

一トに記入する。

①2秒問、②5秒間，⑨1O秒間，④15秒間1⑤20秒間．⑥25秒間，⑦30秒間，

⑥40秒間，⑨50秒間，⑪60秒間

4 最小限の支えだけで坐る 1．母親の両膝の問に子どもを坐らせ，次の3つの支え方で援助する。

お尻のところで支えられ ＜援助の方法〉

ると，身体をまっすぐに 1．子どもの両腕の下で支える。

1分閻坐る 2．子どもの腰のところで支える。

〔4〕 3．子どものお尻のところで支える。

＜記録の方法＞

1．～3．のどの援助を用いたか，子どもが目標の姿勢を保持する時間は次の何

番かをシートに言己入する。

①1O秒間、②20秒間，③30秒間，640秒間I⑤50秒間、⑥60秒間

5 ベビーチェアーに坐る 1．両腕のついた赤ちゃん用の椅子（あるいはそれに似たもの）に坐らせる。

両腕のついた背もたれ 2．必要ならば，’子どものまわりにクッションを置いたり、父親の古いネク

のまっすぐな赤ちゃん タイやタオルをシートベルト代わりに用いる。

用の椅子に置かれると ＜援助の方法＞

頭と背中をまっすぐに 1．子どもの好きなオモチャを子どもの前に示して，頭をまっすぐに保つよ

保って坐る　　〔6〕 う励ます。

6 自分の両手で支えながら 1．床の上など固い面の上に，子どもを坐位にして置く。両足は適当に開か
坐る せ、両足の間に子どもの両手をつかせる。

床の上に置かれると、 2．もし，子どもの腕が短くて床に届かない場合には、子どもの両足の間に
自分の両手で支えて， クッションか巻いたタオルを置いて，床の高さを調節する。

1分間ひとりで坐る ＜援助の方法〉

〔6〕 1．目標の姿勢を保つように、母親が子どもに声をかけたり，子どもの好き

なオモチャなどを振って見せてあげ乱

2．1日ユO回ずっ練習する。

く記録方法＞

お坐りシート番号3と同一。
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7 支えなしで坐る 1．子どもを固い表面の所に置き，自分の両手で支えて坐る姿勢にさせる。

固い表面の所に坐位に 2．次に，子どもの両腕を両膝の上に置かせて、自分で支えさせる（安定を

置かれると，支えなし よくするために，両足を少し開かせる）。

にユ分間，頭と背中を ＜援助の方法〉

まっすぐにしてひとり 1．　1日ユO回ずつ練習する。

で坐るω く記録の方法＞

〔7〕 お坐りシート番号4の時間と同一。

8 支えなしで坐る i．お坐りシート番号7と同一。

固い表面の所に坐位に 2、次に、子どもの片手を膝の上に置いて支えさせ，もう一方の手は、事物

置かれると，支えなし で遊ぶかあるいは何かをっかめるように，膝から離れた位置に保たせる。

に1分閻．頭と背中を ＜援助の方法＞

まっすぐにしてひとり 1、片手を自由にさせるために，オモチャを見せて励ます。
で坐る12） 2、手を床や自分の身体から離すために，オモチャは顔の前ぐらいの位置に

〔7〕 見せる。

3．1日ユ0回ずつ練習する。

＜記録の方法＞

お坐りシート番号4の時間と同一。

9 支えなしで坐る 1．お坐りシート番号7と同一。

固い表面の所に坐位に 2．次に，子どもの両手は床や自分の身体に置かないで，頭と背中をまっす

置かれると，支えなし ぐにして，ひとりで坐る。

に1分間頭と背中をま く援助の方法＞

っすぐにしてひとりで 1．子どもの好きなオモチャを見せる。
坐る13〕 2．手を床や自分の身体から離すためにIオモチャは顔の前位の位置に見せ

〔7〕 る。

3．i日！0回ずつ練習する。

＜記録の方法〉

お坐りシート番号4の時間と同一。

ユO ひとりでバランスをとっ 1．子どもを坐位にし，両腕で自分の身体を支えるようにさせる。

て坐りながら，手を伸は’ 2．子どもの目の高さの位置にオモチャなどを早せて，そのオモチャを取る

す、片手で自分の体を支 ように励ます。

えて、もう一方の手を目 3．目の高さに上げる手を交代させ、両方の手とも上げられるようにする。

の高さまで上げ’る ＜援助の方法＞

〔8〕 床の上で上記の方法でできない場合，次の方法もある。

1．くるくる巻いた毛布の上に子どもをまたがせる。

2．次にオモチャを子どもに見せれば，そのオモチャを取るために，どうし

ても子どもは片手を離さなけれぱならない。

11 ひとりで坐位をとれる 1．子どもをあおむけに寝かせる。頭をもち上げるように励まし，片方の肩
〔8〕 を床から浮かし，体を捻ってお坐りになるように手伝■う。もち上げた方の

子どもの腕を握って，斜めに引き起こしてやると、子どもは半分だけ坐位

になった姿勢をとっている。

2．次に体がまっすぐになるまで両手を使って体を押し上げて坐位になるよ

うに手伝う。

12 坐位から腹ばいにひとり 1．子どもを坐位にする。

でなる11〕 2．子どもの上体を横にむけ，両手を体の横で支えさせる。
〔9〕 3、子どもの好きなオモチャを見せ、2．の位置から坐位に体をもどすよう励

ます。

4．左右，両方向とも練習する。

13 坐位から腹ばいにひとり 1．子どもを坐位にする。

でなる12〕 2．子どもの好きなオモチャを子どもの前方の正面からはずれた一方の，子

〔9〕 どもがすぐに手を伸ばして取れない所に見せる。

3．子どもがオモチャの方に手を伸ばし、．ヒ体を手で支えて前にかがみ，っ

いには腹ばいになるよう励ます。

14 支えられなくても，ある 1．子どもの両手を支えに使わないで．両手でオモチャをも一。て遊ばせる。

いは自分の手で支えなく 2．前方、または左右からオモチャを差し出して，手を伸はしてオモチャを

ても，少なくとも1O分間 受け取らせる。この動作は重心の移動の練習に役立っ。

坐位を保つ　　　〔1O〕 3．大きなオモチャ（ビーチボール，大きな風船、ぬいぐるみなどの動物）
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を差し出し，両手でそれを受げ取らせる。また，体をひねってオモチャを

受け取らせる。

15 小さな椅子を皐せるとひ 1．背もたれと両腕のある椅子を使うこと。

とりで坐る 2．椅子の前に，すぐ腰かけられるように立たせる。
〔17〕 3．膝を曲げ．肩の所を支えてやって坐位になる．よう導く。

4．ひとりで坐れるように、少しずつ援助を減らしていく。

5．坐っている閻は，子どもが遊べるようにオモチャを渡してやる。

6．肘かけのない椅子，背もたれのない椅子に，徐々に慣らしていく。

16 合図されてから工分以内 1．大人用の椅子の上に，子どもの好きなオモチャを1つ置く。

に大人用の椅子にのぼる 2．子どもの注意をひいて，のぼるように励ます。
〔18〕
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はいはい

シート番号 目　　標 訓　　　練　　　方　　　法

1 手足でける動きをする 1．子どもをあおむけに寝かせる。子どもの膝と踵をもち，踵を押さえなが
〔1〕 ら，膝を屈伸させる。両脚について行なう。

2．子どもの肘と手の平をもち、肘を屈伸させ乱

3．まっすぐ伸ばすために手足に重りを結びっける。

＜援助の方法＞

1．モビールなどを前に置いて，足や手を伸ばそうとする気持ちを引き出す。

2．手足に鈴などを結びつけて、動くと音が出るようにして動こうとする気

持ちを引き出す。

2 はいはいの動き 1．うつぶせに寝かせると，はいはいの動きをする。

〔1〕 ＜援助の方法〉

1．もし，上記の動きをしない時，手足を屈伸させてあげて，水泳のように

動かすよう励ます。

3 足を床につけ、腕で支え ユ．子どもをうつぷせにして，眼の位置にオモチャを置き、できるだけ上に

て胸を上げる あげてゆき，その状態を保つようにする。

〔2〕 ＜援助の方法〉

1I小さな枕か，巻いたタオルを子どもの胸の下に入れる。

2．片手で子どもの肋骨を支えてあげる。

4 はいはいの姿勢で手を伸 1．子どもを毛布の上にうつぷせにして物を示し，「O○ちゃん，取・。てご

ばす らん。」と話しかける。

片方の手で上体を支え 2．始めは、手の届く所に物を置き，次第に離していき，6㎝位腕の長さよ

て他方の手をオモチャ り遠くする。

に伸ぱし、それをっか 3．左右，両方とも練習する。

む　　　　　　〔6〕 ＜援助の方法〉

1．子どもに提示する物は，動く物の方がよい。

2．ユ日に1O回ずつ練習する。

5 腹をっけてはう 1．子どもを腹ばいにし、手の届かない所に子ともの気に入るオモチャを置

〔7〕 いて，取るように勧める。

2．オモチャを子どもから徐々に離していき，最後は60㎝位離れた所に置か

れた物も取るようにする。

3．1日10回ずっ練習する。

＜援助の方法〉

1．子どもの左右各々の足の裏に手を添えて押してあげる。

2．いろいろなオモチャや，子どもの気に入りそうな動物やビンなどを用意
する。

3．子どもがはい始めたらほめてあげる。

6 腹を床から離して這う 1．両手と両膝で身体を支えたはう姿勢をとらせ．子どもから少し離れた場
〔7〕 所に，気に入りそうな物を置く。

2．1日10回ずっ練習する。

＜援助の方法＞

1．始めは，子どもの腹下にタオルか枕などを入れて，支えてあげる。

2．次に、腕を差し入れて支えてやり，次第に力を強めていき、子どもがひ

とりではうようにする。．

3．子どもの気に入っているオモチャをいろいろ置いてみる。

7 はって階段を昇り降りす 1．床のオモチャを全部片付け，子どもの一段上，または一段下に気に入っ

る ているオモチャを置き、それを取りに行くように励ます。
〔14〕 2．子どもが，後ろむきに脚から階段を降りても普通のことである。

＜援助の方法〉

1．必要なら，子どもの胸の下を手で支えてあげる。

2．階段がない時，クッション．スーツケース．箱などを代わりに使う。階

」二㌣15α”以下のカ竺竺ので高過きないよ工帆
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寝返り

シート番号 目　　標 訓　　　練　　　方　　　法

1 横向きに寝た位置から、 1．子どもを横向きに寝かせる。子どもの顔を上になった肩の方向にまわし

あおむけに寝返りをする てあげる。子どもの顔をゆっくりと動かし続けると，．体も頭の動きと一緒

〔2〕 に動いてあおむけに転がる。反対側へも同様な方法で寝返りさせる。

2．子どもを横向きに寝かせる。光や鈴，ガラカ1ラに注意を向けさせる。そ

れを追わせてあおむけになるように誘う。反対側も一緒に行なう。

＜援助の方法＞

1．音の出るオモチャや母親の声で誘って顔を向けさせる。

子どもが寝返ることができたら，軽くこすったり，抱き上げてほめる。

2 あおむけから横向きにな 1．子どもをあおむけに寝かせる。

る 2．子どもからみて一方の側にオモチャなど興味をひくものをみせ，それに

〔4〕 手を伸ぱそうとさせる。

3．その時、向こうとする方向に片足を交叉するのを曲げて手伝う。

3 うつぶせからあおむけに 1．子どもを横向きに寝かせる。

寝返りをするω 2．子どもの顔を上になった肩の方へゆっくりと向ける。子どもは顔が向い
〔4〕 た方へと寝返りをする（重カが転がることを容易にしている）。

3．左右両方向とも練習するパ（注意：多くのダウン症児はうつぶせになる

機会が少ないので，あおむけになることを援助しすぎないように）

4 うっぷせからあおむけに 1．子どもをうつぷせにして転がらせようとする方へ顔を向けてあげる。胸
寝返りをする12〕 の下になる腕は，頭の上の方へ引き出してあげる。

〔4〕 2．次に，太ももと膝を握って足を曲げてゆっくりとあおむけに転がす。

3．左右，両方向とも練習する。

＜援助の方法＞

1．寝返りを手伝っ．てあげる時に，子どもが横向きになったら，手伝うのを

中止して，自らあおむけになるように励ます。

2．うつぷせに寝かせて，あおむけになるようにオモチャやほ乳ビンで誘う
のもよい。

5 あおむけからうつぷせに 1．子どもをあおむけに寝かせ，片方の股関節と膝関節を曲げてお腹の上を

寝返りをするω 斜めに横切るように動かす。股関節を十分に斜め前に出した後，子どもが
〔4〕 体をひねって寝返りを始めるまでは赤ちゃんの肩を後方に押さえておく。

2．左右，両方向とも練習する。

く援助の方法＞

1I子どもがひとりで寝返りを完全に行なうよう励ます。

2．寝返りの始めに手伝う介助の量を減らしてゆく。

6 あおむけからうっぶせに 1．子どもが体を横切ってオモチャた手を伸ばすように誘う。

寝返りをする12〕 体をqねって寝返りを始めるまでI腰を押さえておく。
〔5〕 2．寝返りを始めたら，腰の押さえを放して，腰から転がって完全に寝返り

を行なわせる。

3．一方向に連続して寝返りをするようにオモチャで誘う。

4．左右、両方向とも練習する。
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シート番号 目　　　標 訓　　　練　　　方　　　法

工 自分の体重を支える 1．平らな床で大人の前に胸を支えて立たせる。

〔4〕 2．立っている時間を次第に長くしていく（ユ分間まで）。

＜援助の方法＞

1．子どもが立ったままの姿勢を保てたら、笑ってほめてあげる。

2．もし，うまく立てない時には，子どもの両足に雑誌を丸めて結びっけて

あげることにより，固定してあげるとよい；

2 少しの支えで立っている 1．前に立たせて、支えを胸から手をもってあげるだけにまで減らしていく。
〔6〕 手をもってあげると，1分問位立っていられるようにする。

2．ユ日10回ずつ練習する。

＜援助の方法＞

1．少しの支えで立てたら，ほめてあげる。

3 家具にっかまって立っ 1．子どもの腰位の高さの家具（長椅子、足台など）の前に立たせて，家具
〔8〕 の上に子どもの気に入ったオモチャを置く。

2．1日10回ずつ練習する。

＜援助の方法〉

1．子どもの気をひくために，動いたりするオモチャがよい。

2．うまくっかまって立っていられたら，ほめてあげる。

4 手をひいてあげると立ち 1．母親の前に子どもを膝まづいて坐らせる。

あがる 2．子どもの手首を握って，「OOちゃん，立ってごらん。」と言いながらひ
〔8〕 っぱってあげ’る。

＜援助の方法〉

1．家具の上に子どもの気に入ったオモチャを置いたり，家具に結びっけて
おく。

5 立位から身をかがめて坐 1．子どもの好きなものを家具の高さから床に下げていき，それを取ろうと
る 身をかがめて坐るよう子どもを励ます。

〔9〕

6 支えなしで1分閻立って 1．母親がしっかりと張って持っている約40㎝のゴムホースや太いロープを
いる 子どもに持ナこせて立ナこせる。母親は子どもの手から少し離してホースを持

〔1ユ〕 ち．1．5㎝から1O㎝まで離す長さを変えていく。

2．母親の手の．ひらに子どもの手のひらをそえさせるか、母親の手の指を子

どもに握らせて立たせる。

3．コーナーや壁を背にして子どもを立たせる。その際．子どもにオモチャ

などを持たせI子どもが壁によりかからないで立つよう励ます。

4．母親は椅子に坐り、子ども一を膝の間に立たせ，母親が両膝を少しずつ開

いていく。

1．～5．のどの場合でも「OOちゃん，立って」と言葉かけする。

7 支えなしで坐位から立ち 1、子どもをしゃがんだ状態にし，子どもの頭上にオモチャを置いて立つよ

あがる う励ます。

〔13〕 2．子どもが高ぱいを始めたら，お尻や肩を支えて「立って」と声をかけ，

立ち上がる練習をさせる。少しずつ1支えを減らしてい㍍

8 立っていて前かがみにな 1．床に厚い本やカタログを置きI子どもをかがませて，手をその上に置か
り，起き上がる せる。その状態から立ち上がるよう励ます。

〔ユ6〕 2．子どもが立っている足元に，子どもの好きなオモチャを置いて，それを

取らせる。

9 補助すると2～3秒間， 1．子どもに床に置いたはしご，ロープなどの障害物をまたがせる。

片足で立っ 2．踏むと音の出るオモチャの上に片足を置かせる。
〔16〕 3．母親の手の指を握らせて，片足を上げるよう励ます。

4．子どもの足をくすぐったり，靴を見せるよう求めて，片足を上げるよう
励ます。

10 片足で1秒間立つ 1．立位シート番号9の練習で，母親の助けを少しずっ減少させていき，全
〔23〕 く助けなしでできるようにさせる。

2．少しでもできたらほめてあげる。

3．子どもの足元にシャポン玉を吹き，それを踏みつけさせる。
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歩　行

シート番号 目 標 訓 練 方 法

1 胸を支えると1足ふ争を
1
． 子どもの胸を支えて立たせる。

始める
2
． 足ぷみをするよう励ます。もし，できなけれぱ，子どもの脚をもって足

〔7〕 ぷみをさせてあげる。
3
． 膝を曲げるような訓練をたくさんやらせる（子どもの上体を支えてやり，

膝を曲げてとびあがらせる）。

2 家具につかまって歩きま
1
． 子どもを長椅子や座卓などの家具の前に立たせ，子どもの手の届かない

わる 位置に好きな物を置く。

〔9〕
2
． 横歩きする時，足や腕を取って補助し，rO○ちゃん，あんよ。」と歩く

ように誘う。
3
． オモチャにひもをつけ，それを左右に引っぱって，子どもを歩きまわら

せる。

＜援助の方法〉
1
． 2っの家具を間隔をおいて，直角あるいは並行に置き，その上にオモチ

ヤなどを置いて，子どもを一方の家具から他方の家具へったい歩きさせる。

ひとりで移れない時は補助してあげる。
2
． 壁にむかって立たせ，壁に手をあてて，ったい歩きさせる。

3 支えられて歩く
1
． 子どもを立たせ，腰や尻を支えてユ～2秒歩くよう励ます。

〔9〕
2
． 次に，子どもの肩を後ろから支えて歩かせる。
3
． 子どもの持つゴムホースを母親が持ってやり，歩かせる。
4
． 子どもの胸の高さに差し出された母親の手のひらの上に子どもの手を重

ねて歩かせる。

4 片手をひかれて歩く
ユ
． 子どもの片手だけ支えて歩くよう励ます。

〔12〕
2
． 左右，両方の手で練習する。もし必要なら自由な方の手にオモチャを持

たせる。

5 支えなしで1人で歩く
1
． 子どもの肩をしっかりと支えて歩かせる。

〔12〕
2
． 「O○ちゃん，あんよ。」とことばかけして，肩の支えを指2本，指i本
と次第に弱くしていき，づいにはひとりで歩かせる。

3
． 子どもにゴムホースを片手で握らせ，母親は次第に離れた所を持って支

えるようにしていき、ついには支えなしでひとりで歩かせる。
4
． 子どもに母親の両手を握らせ，次に指だけを握ら芦，次第に支えをなく

していき，ついにはひとりで歩かせる。

6 横歩き
1
． 椅子などの2つの家具の間に子どもを立たせ，横歩きするよう励ます。

〔14〕
2
． 家具の間隔を次第に狭くしていき、子どもが横歩きせさ’るを得ないよう

にする。
3
． 両親の閻に子どもを立たせ，両親と一緒に横歩きさせる。

7 後ろ歩き
ユ
． 母親が子どもに後ろ歩きの手本を示す。

〔ユ5〕
2
． オモチャに結びつけたヒモを引いて，後ろに下がるよう励ます。
3
． 子どもが三輸者やバギーに手をついている時，反対側から押してあげる

ことによって，後ずさりさせる。
4
． 子どもと同き合って立ち，子どもの方へ前進することにより，子どもに

後ずさりさせる。

8 手を持つと，階段を昇り
1
． 階段が高すぎたら， 本やブロックを用いて，子どもに合った高さに調節

降りする す．る。

〔17〕
2
． 子どもの手をとって，階段を昇るよう励ます。できたら，ほうびをあげ
る。
3
． できない時，片足を階段にのせ，もう一方の膝を曲げさせて昇るよう援

助する。援助がいらなくなる一よう，次第に力を弱くしていく。
4
． マーチなどの音楽をかけて，そのリズムにあわせて，階段を昇り降りし

てもよい。

9 手すりにつかまって階段
1
． 子どもの前か後ろに立ち、子どもが昇ったり降りたりしたらほめる。

を昇り降りする
2
． 子どもは片足を階段にのせ，次に，他方の足を同じ段にのせる方法で昇

〔17〕 り降りする。
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3
． 手すりが適切でないなら，壁に手をついて昇り降りさせる。

10 速歩き，ぎごちないが走
1
． 速く歩く練習をさせる。

る 〔ユ8〕
2
． 子どもに母親の後を追いかけさせる。

1i 線上を歩く
1
． 床に幅15㎝，長さ2榊くらいの通路をテープやヒモでつくる。．

〔24〕
2
． 子どもに母親が通路を歩くのを見せ，まねさせ私
3
． 子どもがだいたいまっすぐ歩けたらほめてあげる。

12 走る
1
． 歩くのが走るのに変化するくらいまで、速く歩かせ糺

’

〔24…〕
2
． 障害物のない空間を豊富に与えて子どもに走らせる。
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投げる

シート番号 目　　標 訓　　　練　　　方　　　法

ユ 坐ってボールを投げる 1．子どもから60㎝離れて，「○Oちゃん，こっちにボールを投げて」と言う。
〔12〕 2．始めは，母親の方向にボールを放すだけで，ほめてあげる。

3．練習を重ねて，次第に母親の所に届くようにさせる。

4．投げる的として，浮輸や座布団などを用いてもよいし，兄弟を参加させ

るのもよい。

2 立って片手でボールを投 1I子どもから60～90㎝離れて，「○○ちゃん，こっちにボールを投げてごら

げる ん。」と言う。
〔ユ8〕 2．始めは，片手でボールを投げようとして，腕を上げ，上からボールを投

げたらほめてあげる。後には、正確にボールを投げた時にだけほめてあげ
る。

3．投げる的として輪や箱などを用意し、それに向かって投げるよう励ます。

的に当ったか否かをすぐに子どもに教えてあげる。
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けりと跳躍

シート番号 目　　標 訓　　　練　　　方　　　法

1 大きなポールをけろうと 1．子どもを椅子に坐らせ、ビーチボールのような軽いボールをけらせる。

近づいていく 2．ボールに近づいていき，ける方法を子どもに示す。
〔20〕 3．子どもに「ポールをけってごらん」と言う。

4．ボールを転がしたら，ほほえんでほめてあげる。

2 まねをして大きなボール 1．母親がビーチボールに近づいていって，ボールをける。

幸ける　　　　口O〕 2．子どもにrポールをけってごらん。」と言って励ます。

3．成功したら．笑いかけたりほめたりする。

3 指示に従って大きなポー 1．母親はポールをける動作を見せないで，「OOちゃん，ボールをけってご

ルをける らん。」と言う。

〔20〕 2．　ビーチポールやその他のボールなど，適切．な物をけった時だけほめてあ

げる。家具や人などをけらないように教える。

4 両足を揃えて，跳びあが 1．母親が「とびましょう。」と言って，楽しそうにとびあがってみせる。

る 2．子どもができなかったら，子どもの腋の下に手を入れたり，子どもの手
〔23〕 をもったりして、一緒にとびあがる。

3．ひとりでとびあがるようにする。この時，音楽をかけるとよい。’

5 階段から一段跳び降りる 1．母親が段の上に立ち，跳び降りてみせ孔
〔24〕 2．子どもの手を持って一緒に跳び降りるよう励ます。

3．ひとりで跳び降りるよう励ます。

4．適切な階段がない時，箱やスーツケースなどを用いる。

床や階段は，すぺらないよう，安全なものにする。
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視　覚

シート番号 目　　　標 訓　　　練　　　方　　　法

1 顔の正面から25～3p㎝離 1．母親は．子どもが見える所にいて，子どもの注意が母親の方に向いたら，
れた物をじっと．見っめ， 話しかけたり，表情を変えてみたりする。

わずかな物の移動を目で 2．子どもに見えるように，ベビーベッドの上や柵にオモチャや絵なとをつ

追う　　　　　　〔O〕 り下げる。絵は頻繁に取りかえ，雑誌の頁，包装用紙，カレンダーの絵を

利用し、斜線デザインや矢の標的のデザインも使ってみる。

3．模様入りのシーツや毛布を使ってみる。

4．子どもの周囲の照明（明暗）を変える。

2 顔の前で水平に，垂直に 1．子どもが母親を見た時、母親は顔を右から左，左から右，上から下、下

円を描いて動く物を目で から上，あるいは円を描いて動かす。子どもが母親の顔を目で追うように

追う　　　　　　〔3〕 励ます。

2．子どもの目が正面を見ている時に，子どもの興味をひく物を軽く振って

注意をひきっける。子どもがその物を見たら，それをゆっくりと水平に，

垂直に，円を描いて動かし目で追うように励ます。

3．子どもの視覚頒域内で，しかもゆっくりと動かす。

3 物を見せると正面から側 1．子どもの好きなオモチャ，または紙製の風車、懐中電灯のような鮮かな

面へ動く物を目で追う 色で光沢のある物、時には音のする物を使う。見せる物をいろいろ変化さ
〔2〕 せる。

2．子どもをあお向けに寝かすか支えて坐らせ私

3．子どもの顔の正面から25～30㎝離して，子どもの好きな物を見せる。軽

く振ったり，音をたてたりして注意をひく。

4．　「O○ちゃん，見てごらん。」と言ってゆっくり側面へ物を動かす。目を

そらせたら，中止して始めからやり直す。

5．正面から左右両側へ物を動かし，できたらほめる。

4 物を見せると右側から左

側へ，あるいは左側から

右側へ動く物を目で追う 3．子どもの顔から25～30㎝離れた右側か左側に子どもの好きな物を見せる。
〔3〕 軽く振ったり，音をたてたりして注意をひ㍍
4．　「O○ちゃん，見てどらん。」と言って右側から左側へゆっくり動かす。

目をそらせたら中止して、始めからやり直九
5．左右両側へ物を動かし，できたらほめる。

5 第2の物が見せられたら 1．テーブルに向かって，親の膝の上に子どもを抱いて坐らせる。

2～3秒以内に，最初に 2．　1っの物を見せて，2～3秒後に他の物を見せる。
見せられた物から目を移 3．最初の物から，第2の物へ，子どもの目が移るように第2の物を動かし

す たり，音をさせたりする。

〔3〕 4．ガラガラやベルのように，明るくて，・輝いている物のように，子どもが
興味をもつような物を見せる。

6 小さい物を10秒間続けて 1．子ともをテーブニレに向かって，母親の膝に抱いて坐らせる。

見る 2．2～3㎝の積木やボール，ポタン，豆粒などをテーブルの上に置く。
〔4〕 3．ユO秒間、あるいはそれ以上の間，続けて物を見るように1ことばかけし

て促す。

4．最初は，明るい色のボールや積木を見せ，次第に豆のような小さくて目

立ちにくい物に変えていく。
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手をのぱす

シート番号 目　　　標 訓　　　練　　　方　　　法

ユ 物に届かなくても，物の 1．子どもの手のところに，大きさ，形，色，材質等が異なる種々の物を置

方に手を伸ばし，カいっ く。

ぱいにたたく動きをする 2．子どもが手を伸ばしたらほめる。
〔3〕 3．手を伸ばして届くことをすすめるために，ベビiベッドの子どもの手の

届く範囲内に，モビール，オモチャ等をっるす。

2 手の届くところに置かれ 1．子ども用椅子に坐らせるか，椅子やソファーに支える。

た物に手を伸ばしてさわ 2．ガラガラやベルなど子どもの好む物を使う。

る。　　　　　　〔4〕 3．物を見せて，rOOちゃん，手を伸ばして取ってごらん。」と言九
子どもの興味をひくように，物をゆり動かす。

4．手を伸ぱして届いたらほめて．そ、れで遊びたがったら遊ばせる。

5．物を置く場所を変化させる。

3 左右の手に二つの物をも 1．子どもに小さい物を見せて，それに手を伸ばして握り，持っているよう

つ にすすめる。

〔5〕 2、子どもの好きな小さくて握れるような他の物を他方の手に示す。

3．最初につかんだものを持ちながら，次の物に手を伸ばしたり，触れたり

したら，子どもをほめる。
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握　る

シート番号 目　　標 訓　　　練　　　方　　　法

ユ 手のひらにのせられたガ 1．子どもの手のひらにガラガラをのせる。
ラガラを握っている’ 2．物の周囲に子どもの手を閉じさせ，持つように子どもを助ける。

〔2〕 3．最初に持たせるガラガラは，握りやすいものがよい。

また握る方向に関係なく子どもが容易に握れて・揮っている間に偶然干を

動かしたら音がするようなガラガラを選ぷ・

2 日中の活動の間，手を握 1．子どもと遊んでいる問に，握りこぷしを開いてあげる。子どもの手のひ

、らず開いている らにガラガラやコルク栓などの小さい物をのせてあげて，子どもの手を開

〔3〕 くようにする。

2．指を伸ばすように，子どもの手の甲をなでてやる。

3．使う物として，手ざわりの良い物を選ぷ。

3 積木を手に持たせると手 1．一辺が2～3㎝の積木，あるいは同じ位の大きさの物や，母親の指を子
のひらを使って握る どもの手のひらにのせる。

〔3～4〕 2．握るのがむずかしいなら，母親が手を添えて子どもの手を物の周囲に触

れさせ，握らせてやる。

3．母親の指を子どもの手のひらの真中にのせて、子どもの手のひらを軽く

押してやり，握るのを助ける。

4 子指，薬指，中指の3本 1．子どもが小指側の3本の指で，．母親の指を握るよう励ます。
を使って，自発的に物を 2．できない場合、母親が子どもの指を軽く閉じさせて握るのを手伝う。

握る　　’　〔3～5〕

5 親指と人差し指，中指， 1、子どもに柔らかいゴムやスポンジや木の積木，お手玉などを与えて，親

手のひらの一部で，物寺 指と人差し指を便って握るように励ます。

握る　　　　〔3～5〕

6 手のひらを使わずに．親 1．種々の手ざわりのよい小さな物を子どもに与えて，つかむ練習をさせる。

指と向きあう4本指とで 2．飲みこんでしまわないように，母親が傍にいる時だけ与える。
小さい物をっかむ

〔5〕

7 小さい物を自分の方にも 1．テーブルの上に．小さい物（干しプドウ，バターボー口など）を置く。

ってくるのに、手ですく 2．子どもが目標行動を始めなかったら，母親が子どもの手を取って、くま

ったり、かき集めたりす 手のように物をかき集めて，子どもの方に近づけるよう，手を動かしてあ

る　　　’　　〔6〕 げる。

3．ひとりで行なうよう、ことばかけして励ます。

8 親指と人差し指と中指の 1．レーズン．小さく切ったチーズ，三一ンフレーク，バターボー口，豆類

3本で物をつまむ ボタンなどの小さい物を子どもの前に置く。
〔8〕 2．母親が小さい物をつまんで，つまみ方を教える。子どもにもつまみ上げ

るようすすめる。

3．母親の指でっまんで子どもに与えると，子どもは目標のようなつまみ方

をしやすい。

4．口に’入れて飲みこむと危険な物を使う時は，必ず母親が傍にっいている。

9 親指と人差し指で物をっ ！、子どもに，握るシート番号8で用いたような小さな物を与える。動機づ

まむ けを高めるために，ユ度に1個与える。

〔9～1O〕 2．’最初は、たやすくつまめるように表面がざらざらした物を与える。その

後，表面がなめらかな物に変えていく。

3．ひもやっまみのついている物（ひもや毛糸のついた風船，つまみのつい

たプロック）を便うのもよい。

4．かなり小さい物でも，親指と人差し指で，ピンセットのようにつまめる

ようになるまで練習を続ける』
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物の操作I

シート番号 目　　標 訓　　　練　　　方　　　法

ユ 1日に数回、両手をあわ 1．明るい色のゴムを輪にして子どもの両手にかけて，手をあわせさせる
せたり，指で遊んだり， （ゴム輪に鈴をしっかりとりつけてもよい）。

指を見たりする 2．　「せっせっせ」のような遊びを母親がさせてあげてIたびたび子どもの

〔2～3〕 両手をあわせてやる。

3、子どもの手にリポンを結ぴつけて，自分の手に注意をひかせる。手が見

えるように上にあげさせ，見つめさせる。

2 新しい物が与えられると 1．使う物は，種々の材料で作られた手ざわりの異るポールやスカーフ、鍋，

手でさわったり，口にも スプーン，コップ，皿などの日常用晶，プラスチックの輪や糸巻き，紙や

っていったりして，探索 ひも等である。

する 2．上記の物を子どもに見せたり与えたりする。

〔4〕 3．ひもで物をぷら下げて，っかむようにすすめる。

4．紙やひもは，ひらひらさせたり，振ったりして遊び方を示す。

5．オモチャを子どもと引っぱりっこして遊ぷ。

3 小さい物が両手にのせら 1．子どもの両手に各々，小さい物をのせる。子どもが物を握っている間，

れると，5秒間各々の手 ほめる。

で物を握っている 2．使う物は，2～3㎝の積木，ボール，糸巻き，コルク栓，ガラガラ等で
〔4～5〕 ある。

4 一方の手にもっている物 I．両手をあわせるゲーム（「せっせっせ」など）をする。

を他方の手に持ちかえる 2．子どもが身体の正面で両手で物を持つことに慣れるようになるために，

〔5～6〕 一方の手で持つには大きすぎて，両手で持たざるをえないような物を与え
る。

3．子どもがユつのオモチャを，他方の手にもちかえなければならないよう

に、1つのオモチャを子どもに与え，次に別のオモチャを与える。

4　右手から左手へ，左手から右手へ、両方向のもちかえを練習させる。

5 自分の前のテーブルか床 1．子どもを膝やベビー椅子に，あるいは支えて床に坐らせて12つの小さ

に同時に置かれた2つの い物を子どもの前に置く。

物をつまみ上げる 2．同時に両方の物をつまみ上げて，握っているように促す。

〔6〕 3．子どもがつまんだり握ったりしたくなるように，子どもの好きな握りや

すい物を使う。物を母親が握ったり，動かしたりして興昧をひく。

6 自分の前のテープルか床

に同時に置かれた3つの
物をつまみ上げる 3．両手に各々物を握った時に，3っ目の物を見せて，一方の手で2つを持

〔6～7〕 ち，他方の手でユつを持っように促す。

4．3、ができたら．同時に3っの物を見せて持つように促す。

7 2つの積木を打ち合わせ 1．2～3㎝の積み木，スプーン、糸巻きのような，打ちつけると音のする
る 小さい物を子どもに与える。

〔8～9〕 2．子どもが2つの積み木を打ちあわせたらほめる。

＜援助の方法＞

できない場合，援助してやり，次第に援助を減らしていく。

①　子どもの手の上に母親の手を添える。

②　子どもの手首に母親の手を添える。

③　子どもの前腕に母親の手を添える。

④　最初だけ，子どもの肘に軽く触れる。

⑥　子どもがユ人で行なう。

8 容器の中に手を入れ30秒 1．床か子ども用椅子に坐らせ，子どもの前に子どもの好きな小さい物を入

以内にその中のものを取 れた容器を置く。

り出す　　　　　〔9〕 2．容器に手を入れて，小さい物を取り出したらほめ乱
3．容器は次のような順序で次第に小さくしていく。

①大きいボウル　　②中くらいのポウル

③小さいボウル　　④コップ
4．容器はこわれにくいボウルIコップ，箱，カンがよく，2～3㎝の積木

やボール，せんたくバサミなどを中に入れる。
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＜援助の方法＞

物の操作1シート番号7と同一。

9 容器の中へ物を入れる 1、子どもの前に容器と小さい物（つみ木やせんたくバサミ）を置く。

2．容器に物を入れたらほめる。

3．しだいに容器を小さくし，入れる物の数を増やしていく。

ユO 型はめ板から円形の木型 1．単純な型はめ板（正三角形，正方形．円形などの簡単な型はめ板）を用

をはずす 意する。市販のものがなけれぱ，厚紙か木で作り，木型を型はめ板の表面

〔9～10〕 より少し高くなるように作るか，取っ手やつまみをつける。

2．子どもの前に型はめ板を置いて，円型の木型をはずすよう促し，できた

らほめる。

3．必要ならI1枚の円形の木型以外はテープでとめる。

11 ペグボードからペグを抜 1．数種類のペグポードを用意する。
く 握るための大きいつまみのあるペグ直径1．5cm位の太いペグなど，市販

〔9～1O〕 のものがない場合，作ったり改良したりする。

2．ペグを抜きとるために援助が必要な時は援助し，ひとりでできるように

なるまで練習する。

12 棒に輪を入れる 1．輪と棒を用意する。棒は，木製の基盤に棒をさし込んだもの。
〔11〕 輪は，プラスチックか金属製のプレスレットなどを用いる。

2．輪を次第に小さくしていき，ゆっくり時間をかけてむずかしくしてい㍍

＜援助の方法〉

物の操作1シート番号7と同一。

13 ミニカーを与えると，そ 1．子どもの手の大きさで．押しやすく，部品がはずれ1こくく，とがったと

れを押す ころのない安全で，車輪のあるオモチャの車を与える。
〔ユ1〕 2．子どもに車をどのように押すのか，楽しいゲームにして見せてやる。

「ブーブー、プルーン」などの音声を入れて押してや＆

3．車を押して，まねをしようとしたらほめる。

4　必要なら，子どもの手の上に，母親の手を添えて援助する。

14 ペグが与えられるとペグ 1、子どもをテーブルの前か床に坐らせる。母親は子どものわきか後ろに坐

ボードにペグをi本さし る。

こむ　　　　　　〔ユ3〕 2．ペグをどのよ・うにペグボードにさしこむかをやって見せる。

3．ペグの穴を指さしながら，子どもにペグを与えて「○○ちゃん、入れて

ごらん。」と促す。

4．最初，大きくて太いペグで行ない，できたら小さくて細いペグに変える。

できたらほめる。

＜援助の方法＞

物の操作Iシート番号7の②～⑤と同一。

15 容器の中へ，フタの穴か 1．子どもをテニプルに向かってか，床に坐らせ，容器を与える。

ら小さい物を入れる 2．容器のフタにあいている穴から，どのようにして小さい物を入れるのか
〔13〕 を子どもに見せる。

3．小さい物を子どもに持たせて「OOちゃん，入れてごらん。」と言葉かけ

する。できたらほめる。

4．容器は、子どもの興味を長く継続させるために，物を落とした時に音の

するものがよい。缶，プラスチック，ポリプロピレンなどの容器を用いる。

小さい物は，木製ビーズ，さいころ，ボタン，おもちゃのご石、プラスチ

ックのビーズ，豆類などを用いる。

5．小さい物を飲みこむと危険なので，身近かで大人が監督している時以外

は子どもにさせない。入れないで物を投げたり，口に入れたりしたら，少

しの間用具を取りさり子どもを無視する。その後、子どもがやりたがった
ら与える。

16 物の入っている容器が与 1．薬ビンのような口の小さいビンの中に，レーズン，豆粒，バターボー口

えられると，中に入って などの小さい物をいくつか入れる。

いる物を取り出すために 2．　ビンを振って中に入っている物をガラガラ鳴らし，ビンを上下させて中

容器を上下，横倒しにす の物を放り出すことを何度かやって子どもに見せる。その後，子どもにも

る　　　　　　　〔14〕 口の中の物を出すよう促す。

3．必要なら，容器を逆さにひっくり返すのを援助してやる。
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17 6個の積木をコップに入 1．こわれにくい容器（コップ，小さい缶など）と中に入れる小さい物（さ
れて，それから出す いころ，コルク栓，小さいボール，ボタンなどを約10個）を子どもの前に

〔ユ4〕 置く。

2．母親がこの活動をやって見せ，「○Oちゃんも，やってごらん。」と促す。

ユ8 型はめ板の円形の木型を 1．物の操作1シート番号10と同一の型はめ板を用意する。

はめこむ 2．テーブルに向ってか床の親のそばに子どもを坐らせ，型はめ板を与える。

3．母親が円形の木型をはめたり，はずしたりして子どもに見せる。その後，

「○○ちゃん，入れてごらん。」と促す。できたらほめる。

＜援助の方法〉

物の操作Iシート番号7の②～⑤と同一。

ユ9 積み木を2個つむ 1．テーブルに向かってまたは床に子どもを坐らせる。
〔ユ4〕 2．積木を2個与える。

3．どのように積み重ねるかを子どもに見せてから，積木を1つ子どもに手

渡し，「○○ちゃん，置いてごらん。」と言いながら，他の積木の上部を指
さす。

4．適切に積んだら子どもをほめる。

5．子どもが積木を投げたら，取り去ってしぱらく待ってから，又与える。

数度積木を投げたら，中止して，他の時にやってみる。

6．次の順序でしだいに積木を小さくしていく。

①ユO㎝の箱か積木　②5㎝の積木　③2～3㎝の積木
＜援助の方法＞

物の操作Iシート番号7の②～⑤と同一。

20 丸い箱のフタをする 1．丸い箱と箱のフタを子どもに与える（子どもが扱いやすい大きさで，フ
〔16〕 タがきっすぎないような箱や缶）。

2．母親が箱にフタをして子どもに見せ，「OOちゃん，フタをしてごらん。」

と促す。できたら，ほめる。

3．ポットやなべでもフタをさせてみる。’

21 ペグボードにペグを全部 物の操作1シート番号ユ4と同一の方法でペグの数を増やす。
さしこむ　　　　〔ユ7〕

22 積み木を3∴4個っむ 物の操作Iシート番号19と同一の方法で，積み木を3～4個に増やす。
〔17〕

23 丸いカップを重ねる ユ．市販の丸い形のカップを子どもに与える。
〔18〕 2．母親がカップを重ね合わせて子どもに見せ，子どもにも重ねるよう促す。

3．できたらほめる。カップの数が多くてむずかしい場合I大，中、小3個
位のカップで練習する。3個でできれば，奇数あるいは偶数順の大きさの

カップで，その後全部のカップでというように次第にむずかしくしていく。

24 型はめ板に．3種類の木 1．正三角形、正方形，円形の木型のある型はめ板の円形以外のところを厚
型の中から円形を取り出 紙でおおい隠す。

してはめこむ 2．3種類の木型の中から，円形を選んではめこむ活動を母親がやって見せ
〔ユ8〕 て，「O○ちゃん，丸いの入れてごらん。」と促す。

3．円のまわりや型はめ板の丸い輸郭を子どもの指でなどらせる。

4、円形を正しく選んではめ込めるようになったら，正方形や正三角形も加
えて練習する。

25 型はめ板に，3種類の木 1．正三角形，正方形，円形の木型のある型はめ板を子どもに与える。
型をはめこむ 2．母親が3種類の木型をはめこんで見せ，子どもにもはめてみるように励

〔2ユ〕 ます。

3．各々の形の木型と型はめ板の輪郭を子どもの指でなどらせる。

4．全と同じ型はめ板に木型をはめたものを見本に見せ，それを真似てはめ

こませる。

26 積み木を5～7個つむ 物の操作Iシート番号19と同一の方法で，積み木を5～7個に増やす。
〔23〕

27 四角形の箱のフタをする 1．正方形や長方形の箱（子どもが扱える大きさでフタのきつすぎないもの）
〔23〕 のフタをしたりあけたりして子どもに見せる。
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2．子どもにも箱とフタをえて，フタをするよう励ます。できたらほめる。’

28 四角形のカップを重ねる 物の操作1シート番号23と同様の方法で，四角形のカップを用いて行なう。
〔24〕

29 1O～12個の積み木を全部 1．ユO個（2列に5個ずっ入る箱），あるいはユ2個（3列に4個ずつ，2列に

しまいこむ 6個ずっ入る箱）の積み木（立方体）がちょうど入る箱と積み木を用意す
〔24〕 る。

2．ばらばらの積み木を箱の中に1個ずつつめる活動を子どもに見せる。子

どもにもやってみるように促す。

3．必要なら手伝ってやり，次第に援助をなくす。
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物の操作皿

シート番号 目 標 訓 練 方 法

1 本のぺ一ジをめくるのを
1
、 子どもが、親がぺ一ジをめくる時に手伝おうとしないなら，どのように

手伝う めくるかを子どもに見せる。次に、ぺ一ジの上に子どもの手を置いて，親
〔12〕 がぺ一ジをめくる。

2
、 次のぺ一ジに新しい絵のあるような厚い紙の本を使う。
3
． 丈夫で明るい絵のある本を選ぷ。絵は1．実物そっくりに書かれたものが

よく，絵を命名することを教える時に、 このような本は非常に適している。

2 なぐりがきをする
1
． クレヨンやフェルトペンでなぐりがきしているところを子どもに見せ．

〔14〕 子どもにもクレヨンかフェルトペンを渡し，子どもの手をとってなぐりが
きを教える。

2
． 次第に手伝うのを減らしていく。子どもがかいたものは何でもほめる。
3
． 子どもが紙で遊ばないように，包装紙の裏や模造紙のような大きい紙を

テープで机にとめておく。壁や家具にかくのではなく，紙にかくことを教
える。

4
． 絵具のついた太めの筆を与えたり，フィンガーペインティングをするな

ど，かくことを楽しませる。

3 直線がきをまねる
1
． 親が紙に何かをかく。子どもが既にかける線、直線（横か縦の直線）の

〔ユ8〕 ように簡単な線を大きく紙にかいてあげる。
2
． 「O○ちゃんもやってごらん。」と子どもにもかくことをすすめる。
3
． 子どもがかこうとしたらほめる。親のかいたものを完全に模倣すること
を期待せずに、大体同じ方向へペンを動かしするように教える二
4
． 筆や紙は物の操作皿シート番号2と同一。
5
． かくことが好きになるように，援助はできるだけ除去し， 「ブープー」

とか「シュー」など言いながらかいてみせる。

4 1度にユページずつひと
1
． 厚手の紙を使った，丈夫な本を子どもに与える。

りで本をめくる
2
． ぺ一ジをめくる練習をして，ぺ一ジをもみくちゃにすることよりも，絵

〔24〕 をみることに興味をもつようになったら，それ程厚くない紙を使った本を
与えてみる。
3
． 1度に1ぺ一ジめくったら，子どもをほめる。
4
． 子どもに絵にっいて話してあげる。絵の中の人や物を指さして「これは

O○なのよ」と教えてやり，子どもにも「○○はどれかな」と指さしをさ
せる。

5 横線，縦線I円をまねて
1
． 横線，縦線．円を模倣させる。

かく
2
． 指で横線．縦線，円をたどらせる。直線と曲線の違いを理解させる』

〔24〕
3
． 子どもが，親のかいたものとよく似た線をかけるようになるまで， どん

どんかかせる。
4
． 母親は，ことばをはさみながらかいて（例えぱ，「車がブープー」と言い

ながら横線，「雨がジャー」と言いながら縦線，「ま一ある一いよ」と言い

ながら円など），子どもに印象づけ，子どもがかきたくなるような楽しい雰

囲気をつくる。
5
． 紙の色やクレヨン，フェルトペンの色を時々変える。
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問題解決

シート番号 目　　　標 訓　　　練　　　方　　　法

1 輪に結びっけられている 1．大きいプラスチックの輸カ・プレスレット，あるいは子どもの好きなオモ
ひもを引く チャにひもを結びつける。

〔6〕 2．子どもがその物を手にとるために，ひもをひっぱらなけれぱならないよ

うに，テーブルの上にひもを横たえておいて子どもに見せる。

3．必要なら，ひもをひっぱって物を手もとに引きよせて，手にとる方法を
やっ、て見せる。

2・ 落ちた物を捜す 1．子どもをテープルに向かって，母親の膝に坐らせる。

〔6〕 2．テーブルの上で，まっすぐに，ゆっくりとスプーンを動かしていって、

スプーンを床に藩とす。

3．最初は．物が落ちる時、音をたてるようにカーペットの敷かれていない’

室でやってみる。

4　子どもが落ちた物を捜すかどうか注意する。

5．使用する物を変えて，種々の情況でやってみる。

6．子どもと「いない，いないばあ」や「かくれんぼ」をして遊んでみる。

子どもがもし，捜すようなら，母親の顔や物を隠して捜させ乱

7I風呂の湯の中へ物を落としてみる。はねかえりの音（ぼちゃ，ざぷん，

など）がするので，子どもが物を落ちた方を向くのを助ける。

8．ペビーイスの側面から，ひもをつけておいたオモチャを落とす。それか

ら，子どもに見えるように引っぱりあげる。

3 物が提示されてから30秒 1．逆さにしたコップ、ボール，小さい箱の下に，子どもの好む小さい物を
以内に，おおいを持ち上 隠す。

げて，隠された物を見つ 2．子どもに隠す物と，それを隠しているところを見せる。

ける　　　　　・〔8〕 3．子どもに「○○はどこかな」とことぱかけし，隠した物を見っけるため

に，容器を持ち上げるようにすすめる。

4．最初，物を部分的に隠し，その後，次第に完全に隠すようにする。子ど

もが見っけたら「あった」と大げさによろこんでやる。

5．手に物を隠す。子どもにそっとのぞかせて，指を閉じる。

子どもが、物を見つけられるかどうかやってみ＆

6．物の前に本かスクリーンを置く。子どもがそのあたりに手を伸ぱすかど

うかやってみる。

4 オモチャを見つけるため 1．ビニールの風呂敷などの透明な布の下にオモチャを隠す。おおいを取る

にその上のおおいをとる ように子どもにすすめる。

〔8〕 2．手ぬぐい，タオル，ハンカチ，おしめなどの下に、いろいろな物を隠し

て，子どもがそれらを見つけられるかどうかをみる。

5 箱を与えると，物を見つ ユ．色，形，大きさがさまざまな，小さい箱をたくさん集めておく。

けようとして箱をひっく 2．オハジキ、．さいころ，豆，ボタン，積木，のような小さい物を箱の中に

り返す 入れて，子どもの前で箱の周囲をたたいてガラガラ鳴らす。
〔1O〕 3．小さい物をすばやく出して，子どもに箱を手渡す。

4．物を見つけようとして，子どもが箱を見たり，中をのぞきこんだりする

かどうかをみる。

6 布に包んだ物を示すと， 1．ティッシュペーパー，ぺ一パータオル．ハンカチ等に小さいオモチャや

包みを解いて物を取り出 積木を包む。

す　　　　　　〔11〕 2．母親が物を包んでいるところを子どもに見せ，その後包みを解くように

子どもにすすめる。

3．最初は，たやすく解けるように物を部分的に包むだけにする。

7 箱のフタをする 1、子どもに箱を手渡し、フタをとるようにすすめる。種々ρ形，大きさの
〔12〕 箱を使う。

2．子どもがフタをとりたくなるように，箱の中に子どもの大好きなオモチ

ヤあるいは食べ物を入れておく。

3．この活動のために．ふたっきの鍋なども使ってみる。

8 手の届かないところにあ 王．テーブルに向かって，または床に子どもを坐らせ，子どもの手の届かな

るオモチャを取るために い所に，子どもの好きな小さくて軽いオモチャを置㍍
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棒を使ってオモチャを引
2
． 短い棒（30㎝位の丸くて細い棒）で、オモチャを自分の方にひきよせる

きよせる 方法を示してあげる。

〔8〕
3
． 何回も母親がやって見せてから，子どもにもやらせる。子どもの好きな

オモチャだけを使う。
4
． 必要なら，子どもを身体的に援助し，次第に手助けをやめる。
5
． 棒を使って子どもがオモチャを引きよせ手にしたらほめてやり，そのオ

モチャで遊ぱせる。
6
． いろいろなオモチャや他の棒でもやってみる。手の届かないところにあ

るものを取るために．自分のまわりにあるものを利用できることを子ども

に教えるのによい。
7
． 枕の上にオモチャを置いて，オモチャをとるために枕を自分の方へ引っ

ぱる。あるいは， ひもが結びつけてある物の上にオモチャを置いてヒモを

引っぱるなど，いろいろな情況で， この種の活動をさせてみる。

9 物の隠されているコップ
1
． 2～3個のコップ，あるいは他の容器のうちのいずれか1個の下へ小さ

を選択する いオモチャを子どもの見ている前で隠す。1O～30秒してから、オモチャの
〔20〕 隠されているコップを選択させる。

2
． オモチャを隠す位置を毎回変えて，コップの数も変える。
3
． 子どもが注意を集中できなかったり，選択．をまちがえるようなら，物を

隠してから，選択するまでの間隔を短くする。
4
． 子どもが正しい選択をしたら、rOOあった」と大げさに子どもと一緒に

喜んであげる。
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言　　　　　　言五
目　　　　　　　　　回1＝1

表出言語

シート番号 目．　　標 訓　　　練　　　方　　　法

王 声を出す 1．子どもが声を出すように話しかける。入浴中，授乳中，おむっ交換，遊

〔1～2〕 んでいる時などに子どもに話しかける。

2．母親は，音の高低をっけて、簡単な音を含むことぱ．（例えばIアププ、

アババ，OOちゃん）を大げさに話しかける。

3．子どもが声を出したら，体をさすったり，頗づりしたりしてほめてあげ
る。

＜援助の方法＞

1．子どもが少しでも声を出したら，母親がまねしてやり，もう一度声を出

すように励ます。

2．子どもがお話しているように声を出している時，その中から一つの音を

母親がまねしてやる。それをまた子どもがまねをす乱

3．子どもがまだ出すことのできない音を同じ方法で教える。

＜記録の方法〉

子どもg出した声を・rアーア」「オーオー」のように記録する回

2 声をたてて笑う 1．体をゆすぷったり，頼づりしたりしてあやす。
〔3〕 2．声を出して笑ったら，体を軽くたたいてほめてあげる。

3 2音節母音を発声する 1．母親が子どもに話しかける際に，2音節母音を多く用いる以外は．表出

オーア，アー工，アウア 言語シート番号1、と同様な方法で行なう。

ウ．オエ　　　　〔4〕

4 ダ．バ、ガなどという ユ．母親が子どもに話しかける際にrダ」「バ」rガ」などの音を含むこと
〔7〕 ばを多く話しかける以外は，表出言語シート番号1．と同様な方法で行なう。

5 マママ，ダダダなど母音 1．子どもと面と向き合って，母親が「マママ」rダダダ」「パパパ」など

と子晋が連なった音を出 の発声を繰り返し，子どもがまねするように励ます。

す　　　　　　　〔7〕 2．母親の出した音を子どもがまねしたらほめてあげる。

＜援助の方法〉
ユ．母→子，子→母と繰り’返し行なう。

6 簡単な動作を模倣する 1．子どもの前で簡単な動作をやってみせ，「やってごらん。」と言って、ま

〔8〕 ねするように励ます。

2．まねができたらほめてあげ乱
＜援助の方法＞

1．日常生活場面で子どもがやっている動作（机をたたく，相手をするなど）

を，子どもがやった時，母親がそれをまねする。母親のまねを見て，再び

子どもがまねをする。
子どもの動作→親がその動作をまねる→再び子ど＝もが親の動作をまねる。

2．母親が子どもに新しい動作をしてみせ、rO○ちゃん，やってごらん一
と言う。

7 他の人（母親など）の言 1．子どもと向きあうように子どもを抱く。

った音声をまねる 2．子どもが母親の顔を見つめている時，アー，工一，オーなどの母音や，

〔8〕 ママママ、ダダダダ，バババ．バパパと言ってやり，子どもがまねするよ

うに促す。

3．　1日数回行なう。

4．子どもが出した声を，母親がまねして言う。

＜記録の方法〉

次のどれに該当するかを記入する。

①まったく声が出ない。1

②母親の口を見つめ＆
⑨まねしようとして口を動かすが，声は出ない。

④一部分まねをする。

⑤完全にまねをする。

8 泣かないで，自分の要求 1．子どもが何か欲しい時，数日間子どもを観察し，次のどの段階にいるか

を表わす（泣きではなく 明らかにする。

声や動作で自分の要求を ①欲しい物を見る　　②ジェスチャーをする（指さす）

示そうとする）　〔9〕 ③声を出す　　　　　④ことばを言う
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＜援助の方法〉

1．・子どもが欲しい物を見た時、「何が欲しいの」と言い，それを指さし，名

前を言ってあげる。子どもが動作で反応するようにさせる。

2．ジェスチャーで物を欲しがったら，・「何がほしいの？」と言い，その物を

指さし，名前を教える。次に名前の最初の音だけ言い，子どもにその音を

まねさせる。

9 動物の鴫き声をまねする 1．動物のオモチャを見せて，動物の名前を教え，その鳴き声をまねしてみ
〔1O〕 せる。

2．子どもがまねするように呼びかける。
＜記録の方法〉

次のどれに該当するかを記入する。

①全然反応なし

②興味を示し，まねをしようとするが，声が出ない。

③鳴き声をまねる。

ユO ことばをまねする 1．表出言語シート番号7と同一。
〔11〕 2．表出言語シート番号7の，①1②ができている段階では，③子どもの知

っている単語で同様に行なう。

3．1日数回行なう。

4．声が出たらほめてあげる。

＜言己録の方法＞

表出言語シート番号7と同一。

11’
意味のあることぱをいく 1．子どもの言える音が始めにあることばを選ぶ。まず第1の音を言わせる。

っか言う，音声からこと 次に，第ユの音と第2の音を言わせ，その次に第ユ，第2，第3の音を言
ばにする　　　　〔12〕 わせる。

（例）子どもがrボ」という音を出せる時，教えることばを「ボウル」とす

る。まず始めに「ポ」，次にrボウ」，その次に「ボウル」と言うように訓

練する。

12 物の名前を言う 1．ユつの物を子どもの前に見せる。子どもの気が散らないように不要な物
〔ユ3〕 は取り除く。

2．母親がその物を子どもに見せて「これは何ですか？」　「これは○Oです

ね。」と教えてあげる。

3．同じように子どもに物を見せて，rこれは何？」と尋ねて，子どもが名前

を言えるように励ます。

4．名前を言えた時には，ほめてあげ乱

5．一度にあまり多くの物を教えない。

＜記録の方法＞

耳，手，目I口，足，スプーン，コップ，牛乳、みかん，バナナ，時計など

の項目について，名前が言えた日付を記入する。

13 「これは何？」と尋ねる 1．絵本や絵カードを用いて，日常見なれている事物を指さしながら「これ

と絵の名前を言う は何？」と尋ねる。
〔14〕 2．子どもが答えられなかったら，「これはOOね。」と教える。物の呼び方

はいつも同じにして，一賃性をもナこせる。

3．j度にあまり多くの物を教えず，子どもが確実に物の名を言えるように
なるまで練習する。

4．名前を言えた時には，ほめてあげ私

5．特定の絵本や絵カードで物の名前が言えるようになったら同じ事物が翼

なる色や大きさで描かれている絵でも行なう。

＜言己録の方法〉

絵で事物の名前が言えたら，その項目と日付を記入する。

14 ことばを言う（20語） 1．日常生活で子どもが頻々接する人や物に対して，母親が名前を言って聞
〔18〕 かせる。子どもにも言うよう促す。

2．子どもが言えない時，表出言語シート番号11と同様の方法で，言わせて
みる。

3、上記の方法で子どもが自発的に言えることばを増やす。

15 絵の名前を言う（5個） 1．表出言語シート番号13と同様の方法で．絵本や絵カードを用いて，日常
〔24〕 見なれている事物を指さして子どもに命名させ、子どもが自発的に言うよ
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うにし向けていく。

2．子どもが自発的に絵の名前を言ったら，「そう，○Oね。」と繰。り返して

から，ほめる。

ユ6 二語文を言う 1．日常生活場面で，母親が二語文を使ってあげる。子どもから「みかん」

「みかんほしい」　「パパ と単語だけ言った時，母親が「みかんほしいの．？」、の様に，二語をつなぐ。

かいしゃ」など二語文 2．子どもが二語文を言えたら，「そうね，みかんほしいの。」と．母親がもう

が言えるようにする 一度繰り返す。

＜記録の方法〉

子どもが二語文を言ったら，それを日付と共に記入する。
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受容言語

シート番号 目　　標 訓　　　練　　　方　　　法

ユ 音に反応する 1．子どもの後ろで鈴をならしたり，ガラガラを振る。聞かせる音は，ガラ
〔ユ〕 ガラ，拍手，笛，鈴などのさまざまの音や，音楽，歌（レコード）など。

2．ユ日数回，子どもが目覚めている時行う。

＜記録の方法＞

次のうちのいずれの反応であるかをシートに苛己入する。

①全く反応なし。

②体の動きが止まったり，手足を動かしたりする。

2 人の声に反応する 1．子どもの顔と向き合って，母親が声かけする。
〔1〕 2．子どもがどんな声でも出したらI軽く手をたたいたり，微笑んだりして

ほめてやる。

3．子どもが気嫌の良い時，1日数回行う。

＜記録の方法〉

次のうちのいずれであるかをシートに記入す乱

①全然反応なし

②母親の目，顔を見つめる

③声を出す

3 音の方へ首を回す 1．子どもには見えない方向から種々の音（ガラガラIタイコなど）をなら
〔2〕 す。その方向に頭を向けさせる。

2．自分から首を回すことができない時には，その方向に頭を回してあげる。

3．いろいろの方向から，種々の音を聞かせる。

4．ふり向いたら，音をもう一度聞かせてやり，ほめる。

5．ユ日数回行う。

＜記録の方法〉

次のうちのいずれであるかをシートに記入する。

①音がしても首を回さない（頭を手でもってふり向かせる）。

②少しのプロンプト（頼に手を触れて）で，ふり向くことができる。

③完全にできる。

4 人の声のする方を向く 1．少し離れた所から子どもの名前を呼ぷと，自分からふり向くようにする。
〔3〕 2．できない時には，頭をもって首を廻してあげる（母親が子どもを抱き，

父が呼びかけ，母親が子どもの首をまわす）。

3．いろいろな方向から声をかける。

4．声のする方を向いた時には，もう一度呼んでやり，ほめる。

5．　1日数回行う。

く記録の方法〉

受容言語シート番号3と同一。

5 音楽や歌に聞き入る 1．子どもがくつろいでいる時，音楽や歌を聞かせる。
〔5〕 2．子ども，姉弟，父母の名前や犬，猫などをおりこんだ歌を歌ってきかせ

る。

＜記録の方法〉

次のうちいずれであるかをシートに記人する。

①反応なし

②歌をうたったりすると、じっと聞き入り，母親の目や口をじっと見つめる。

6 自分の名前がわかる 1．日常生活場面で，時々名前を呼んであげる。

〔9〕 ＜援助の方法＞

1．父親が子どもの名前を呼び，母親が「○Oちゃんて呼んでるよ。」などと

言ってふり向かせ，父親が子どもを抱いてあげる。

く記録の方法＞

次のうちいずれであるかをシートに記入する。

①ふり向く

②ふり向かない

7 rいけません」「みてご 1．危険なことや望ましくないことを子どもがしようとしている時に，rいけ

らん」ということがわか ません。」と強く言って，子どもがしていることをやめさせる。

る く援助の方法〉

〔9〕 1．rいけません」と言いながら首を横にふって，子どもがしていることをや

めさせる。
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4．2つの物から始めて、3つ，4つ，5つと増やしていき，選び出させる。
＜記録の方法〉

できた項目と，日付をシートに記入す乱

15 要求された動作を行う 1．「手をたたきなさい。」「手をあげなさい。」r立ちなさい。」のように，日常
〔ユ8〕 生活で子どもがよくおこなう動作を選んで，言葉だけで指示する。

2．指示に従えたら，ほめる。

＜援助の方法〉

1．できない場合，指示をしながら母親がその動作をして見せて，子どもに

母親の動作をまねさせる。

＜記録の方法〉

ことばだけで要求した動作ができたら，その動作と日付を記入する。

16 人形の身体の部分を指す 1．子どもと向い合って坐る。人形に興味を持たせた後，rお人形のおめめは
〔21〕 どれ？」と尋ねる。目．口，耳，鼻，手，足，首など教える。

＜援助の方法＞

1．できない場合，子どもの手をとって示し，「おめめはこれですよ。」と教
える。

2．一1度に教えないで，少しずつ増やしていく。

＜記録の方法〉

受容言語シート番号工Oに同一。

17 物の名前を尋ねると，指 1．子どもの前に実物（例えば，コップ，みかんなど）を置き，「コップはど

でさす（実物と絵で7～ れ？」と尋ねる。実物ができたら，絵本の絵を指さすように教える。

8個）　　　　　〔24〕

18 赤，腎など2色以上の名 1．子どもに「赤はどれ？」と尋ねて，子どもが赤色を指さしたらよい。
一前がわかり，正しく指す ＜援助の方法＞

〔24〕 1．できない場合，母親が子どもに「これは赤い色ですよ。」と教える。

2．日常生活のさまざまな場面で，「赤」r青」などのことばを親が教える。

く記録の方法〉

受容言語シート番号10と同一。

19 上，中、下のうち一つの 1．「これを机の上に置きなさい。」「○Oの下へ置きなさい。」「箱の中へ入れ

意味がわかる なさい一などのことぱだけで、上，中，下の意味がわかり指示に従㌔
〔24〕 ＜記録ρ方法〉

受容言語シート番号ユOと同一。

20 「立って手を上げなさい。」 1、「立って，手を上げなさい」のように二つの動作の指示に従うように教え

など二っの動作に従える る。

〔24〕 ＜援助の方法〉

できない場合，母親がその動作のモデルを示して子どもに教える。
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社会身辺自立

受着行動

シート番号 目　　　標 訓　　　練　　　方　　　法

1 母親の微笑んだ顔を見て 1．子どもと接する時，いつも視線を合わせて微笑むようにする。

笑う　一　〔3～5〕 子どもが話しかけたり，笑ったりして反応を示したら、ほめる。

2．くすぐって子どもが笑ったらほめる。

2 ひとりにされたり1床に ユ．抱いている時，床に置いてみて，むずかるか，泣き出すかどうかを観察

おろされたり、見知らぬ する。子どもの要求は世話をして解決してやるが、むずかるといつも抱い

場所ではむずかるか泣く てもらえると感じとられないように接することが大切である。

〔3～5〕 2．見知らぬ環境の中に入れた時，子どもが安心するように，しっかり抱い

たり，話しかけたりする。ひとりで置いたりする前に，その環境になじま
せる。

3．最初は，親しい人や憤れた環境から行う。これは社会的な発達のために

大切である。

3 親しい人に抱かれようと 1．子どもを抱き上げる時は，名前を呼び視線を合わせ，両手を優しく握っ

して両手を差し出す11〕 てから，腋の下を支えて抱き上げる。

〔3～5〕 2．あおむけに寝ている時に、母親の両手を子どもの前に差し出して，子ど

もが両手をのばすように呼びかける。

この時，母親は子どもの反応をゆったりした気持ちで待っ。

＜援助の方法＞

1．全面介助（子どもの両手をとる）

2．部分介助（軽く腕に触れ，手を伸ばすように励ます）

3．介助なし

4 親しい人に抱かれようと ヱ．首のすわりがしっかりしてきたら、子どもが腕を伸ばして母親の手をし

して両手を差し出す12） っかり握った時に，坐位になるようにゆっくりと起こす。

〔3～5〕 2．坐位へ起こした時に、首が後方へ急にのけぞらなくなる程首のすわりが

しっかりしたら始める。

5 大人が笑いかける前に子 1．子どもが先に微笑むような機会をつくる。

どもが微笑む 2I子どもが母親の顔を見て微笑んだら．優しく笑ってほめる。

〔3～5〕 もし、1分たっても微笑まなかったら，母親が微笑んで見せて，まねを

するように促す。

6 母親が部屋に入った時や 1．家の中を歩いて子どもに近づく時や遠ざかる時に，子どもの名前を呼ん

横切る時に，母親の顔を で，母親がどちらの方向に行くか1こ注意させる。

見る　　　　〔3～5〕 2．母親は，部屋のあちこちに立ったり，隠れたりして，「OOちゃん，お母

さんはどこ？」と何度か呼びかける。子どもが反応して母親の方を見たら，

傍に行き優しくほめてあげる。

3．始めのうちは，子どもの近くで行い，次第牢距離を離していく。

7 大人が子どもに話しかけ 1．子どもに話しかける時、子どもの名前を呼び，子どもの顔を親の顔の方

る時1子どもが大人の顔 へ向ける。

を見る　　　〔3～5〕 2．子どもと確実1こ視線を合わせて話をする。

8 見知らぬ人が近づいた時 1．多くの人に会って，抱いていただく機会をもつ。

顔をそむけるか，泣き出 2．新たな人や場所に憤れるために，十分時間をかける。

す　　　　　〔6～8〕 見知らぬ人が来ると顔をそむけるか，泣き出すようになる。

3．見知らぬ人が傍に居るのを強要しない。

9 知らない場所で母親から 1．子どもを買物や友人の家など、自分の家から外へ連れ出す機会をもつ。

離れた時，ぐずるか泣き 2．社会的な経験を多く得る程、母子分離が上手に行える。

出す　　　　〔9～1ユ〕

1O 遊んでいる時に，何度も 1、家のまわりや公園などに速れて行き，危険がないことを確かめてから、

母親がいることを確かめ 母親から離れていろいろな場所へ行くよう呼びかける。

ようとする　〔16～19〕 2．母親は，子どもから見える所にいて，子どもが要求する時、優しく応じ

てあげる。

11 子どもは大人1こ抱かれよ 1．この時期は，子どもが母親の手を借りずに，ひとりで何かができること

うとする反面，時々大人 を認識し始める大切な時期である。母親は，子どものこのような心の芽ば
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から逃げようとする

　　　　　　　〔20～23〕

えを上手に育てるよう心がける。

2．子どもを公園や窓の外などに連れていき．子どもがひとりで何かをしよ

　うとしている時は，ひとりにして見守ってあげる。子どもが助けを求めて

　きたら．言葉かけして励ましたり，優しく抱・いて慰めてあげる。
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社会的遊ぴ

シート番号 目　　標 訓　　　練　　　方　　　法

ユ くすぐったり，体を．軽く 1・胸，足・首などをくすぐったり・笑ったり・話しかけたりす＆子ども
ゆすられると笑う が笑ったら繰り返す。

〔3～5〕 2．母親の胸に抱いたり、両膝の上で子どもを上下に動かす。子どもが笑っ

たら繰り返す。

3．子どもの顔を横から支えて母親の顔に近づけて、軽く息をふきかけたり，

耳の近くで口笛を吹いたりする。また。くすぐるような声で話しかける。

笑ったら繰り返す。

2 少し荒々しく振り回すと 1．子どもをしっかり支え，｝高い，高い”をゆっくりする。

喜んで声を出したり，笑 2Iゆっくり振り回す。
ったり一する 3．母親は床の上にあおむけに寝て，子どもに母親の顔が見えるように胸の

〔3～5〕 上に抱くか，子どもをあおむけにして母親の膝の上に乗せ、’1一高い，高い”

をする。

4．子どもが笑ったり、声を出したら，母親は声かけ，頼づりなどして喜び
を表わす。

3 鏡に映った目分に手をの 1．子どもの姿が鏡に映ってみえるように、子どもの視野の中に鏡を置く。

ぱしたり，指でさわった 割れない鏡ならベッドの中に．又割れるものは子どもを机に向かって坐ら

りする　　　　　〔6〕 せ，机に置く。

2．子どもが興昧を示さなかったら，母親が鏡に映っている子どもを指さし

て「OOちゃ■ん，見てごらん。○Oちゃんがいるよ」と言って興味をもた
せる。

4 「イナイ、イナイ，バア」 1．子どもの正面で「イナイ，イナイ，バア」や「チョチ，チョチ」をして
遊びをする11〕 見せ，子どもが喜んだら，また繰り返す。

〔6～8〕 2．子どもの顔をタオルでおおい，「○○ちゃんはどこかな？」と呼びかけ，タ

オルを取り除く。次第に子どもが自発的にタオルを取り除くようになる。

3．母親の顔をタオルでお一おい，子どもが母・親の顔を捜し出すように呼びか

ける。できたら，抱き上げてほめる。

4．椅子や家具のかげに隠れて「イナイ，イナイ，バア」をしましょう。

5 rイナイ，イナイ、バア」 王．手を動かして遊ぷ。

遊びをする12〕 2．「OOちゃんはこんなに大きいね。」と言いながら，子どもの両腕を上に持
〔9～ユ1〕 ち上げる。

3．「イナイ　イナイ　バア」をまねするように励まナ。

＜援助の方法〉

1．腕をとってやらせる。

2．例示して，始め少しだけ手伝う。．

3．介助なし。

6 「チョチ　チョチ」遊ぴを 1．子どもと向き合って坐り，「チョチ　チョチ」と言いながら両手をたたい
する13〕 て見せる。

〔9～11〕 2．母親がやってみせ，子どもの手をとって「チョチ　チョチ」と言いなが

ら両手を打たせる。・

3．次第に母親の手助けを少なくし，自分1人でできるように励ます。

＜援助の方法＞

1．全面介助

2．部分介助（軽く腕を内側へ押す）

3．介助なし

7 子どもの声や動作に母親 1．子どもがかわいい仕草やおかしな動作を見せたら，母親は声を出して笑

が笑いかけると，子ども ってみせ、もう一度やるように促す。

はそれを繰返す 2．子どもが発した声をまねして聞かせる。その声を聞いて子どもが繰り返
〔9～1ユ〕 して声を出したらほめる。

8 他の子どもと遊ぷ 1．子どもは，他の子の髪を引っぱったり．っねったり，物を横取りするな
〔1O～16〕 ど，他人と何らかのかかわりをもつよう1こなる。

2．子どもと同年齢の他の子どもと一緒にいる機会を時々設け、二人で遊べ

るオモチャなどを与える。

＜援助の介助〉

1．子どもを1司年齢の子どもと一緒になる機会を設け，母親が子ども同志の
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遊びの媒介となる。

2．子ども二人で遊べるように，オモチャなどを渡し，二人で遊ぱせる。

9 オモチャや食べものを手 1．子どもにお気に入りのオモチャを渡す。それから，手を伸ばし，「○Oち
渡す。　　　〔12～工5〕 やん，オモチャを見せてちょうだいね。」と言う。「ありがとう。」と言って

子どもからオモチャを受けとり，すぐに「どうぞ」と言って子どもにオモチ
ヤを返す。

2．食事の時，子どもの皿にある食物を1つくれるように言う。子どもが差

し出した食物を母親の皿で受け取り，母親の皿にある食物を1つ子どもに
あげる。

く援助の方法〉

1．子どもの手から取って．母親がもらう。

2一片手で子どもの腕を母親の方へ引き，片手を「ちょうだい」と言って差
し出す。

3．介助なし。

1O ボール遊びをする 1．子どもの手が届く場所にボールを置き，偶然子どもの体が触れ，ボール
〔12～15〕 が転がったら，「ボール遊びが上手です札一緒にボール遊びしましょう

ね。」と言って1ポールを返す。

2．子どもと向いあって約60㎝離れて坐り，ポールを転す。もし，子どもが

ボールを返せなかったら、父親に子どもの後ろに坐ってもらい，子どもが

ボールを転すのを手伝ってもらう。

3．子どもが最も使いやすいボールを見つけるため．使うボールをいろいろ
変えてみる。

1ユ いろいろな遊びをする 1．丈夫な包装紙を子どもに与えて，引っ張ったり、’たたいたり，もんだり，
〔ユ8〕 破ったりする遊びを一緒にする。

2．大きな鏡の前で遊ばせ．子どもの肩越しに母親の顔を見せる。

3．父親とお馬さん遊びをする。

↓　オモチャやタイコや木琴などの音の出るオモチャで一緒に遊ぷ。

5．母親が子どもの手と櫛を持って、最初母親の髪を，次に子どもの髪をと
かす。

工2 オモチャをひっぱるω 1，子どもが歩き始めたら，部品がはずれたり，角がとがったりしていない
〔ユ8〕 安全な，ひっぱるオモチャを与える。

2．子どもにオモチャのひっぱり方を教える。子どもの注意をひくために，

オモチャを速くひっぱってみせる。
3．子どもがひとりでできるようになるまで，子どもの脇に沿って歩き、子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

どもがオモチャをひっぱるのを助ける。

＜援助の方法〉

1、・手をとってひっぱるのを手伝㌔

2．最初，少しだけひっぱるのを手伝い，後は子どもにさせる。

3．介助なし。

13 オモチャをひっぱる12） 1．坐っている場所から，オモチャをびっぱる練習をさせる。母親が傍でや
〔ユ8〕 ってみせ，まねさせる。

2．動く時に音のするオモチャや動き方のおもしろいオモチャを選ぷ；

く援助の方法＞

社会的遊びシート番号1ユと同一。

ユ4 他の子どもが遊んでいる 1．公園，園庭，校庭、友人の家などに連れて行って，他の子どもと遊ぷ機
傍で遊ぷ11〕 会を多くもっ。

〔24～27〕 2．他の子どもと一緒に遊ぷように呼びかける。・

3．もし，他の子どもと遊ばなくても心配しないように，他の子の傍で遊ぷ

のがこの年齢の子どもに典型的なことだから。

工5 他の子どもが遊んでいる 1、子ども達が遊んでいる場面を見せ，その中のユ人の子どもの名を呼んで，
傍で遊剖2〕 あなたの子どもを紹介し，仲問に入れてもらう。年上の子どもが．あなた

〔24～27〕 の子どもの面倒をよくみてくれるだろう。

2．子どもには自分のオモチャを持たせておき，他の子どもからオモチャを

借りないように気をつける。

3、母親は．優しく子どもの遊ぷ姿を見守り．子ども同志のやりとりにあま

り口をはさまない。
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食　事

シート番号 目　　標 訓　　　練　　　方　　　法

1 ミルクの飲み方が悪い場 1．　ミルクの吸い方が悪い場合，スプーンを使ってみ乱

合の援助の仕方． 2．乳首の吸い方が上手でない場合，まず子どもが空気を吸い込まないよう

〔3～5〕 に，哺乳ビンを充分に傾ける。子どもが舌や口□で乳首を封印してしまっ

てミルクがでなくなる場合があるので，この時口の端から端へ乳首をまわ

しながら哺乳ビンの中に空気の泡が昇ってくるようになるまで動かす。

2 乳房，哺乳ビンがわかり， 1．子どもの口の方に，ゆっくりと乳房，哺乳ビンを近づけ，子どもがそれ

見ると手をのばす を見て手をのばす機会をつくってあげる。

2．手をのばさない時には、子どもの手を哺乳ビン，乳房に添えて口の中に

入れてあげる。

3 食事の時間を予期して， 1．子どもが食事を予期しやすいように，いつも同じ場所，同じ姿勢で食事

頭や手足を動かしたり， をさせる。

声を出して喜びを表わす 2．子どもの食事への反応が増えるかどうか，また食前に食物を見せて，食

〔3～5〕 事への反応が高まるかどうかを観察する。

3．子どもをまっすぐに立てて抱いて授乳する。授乳が済むとベッドでおな

かの両側か胃を軽くなでてあげる。

4 スブーンから粥状や半糊 ユ．空腹時に，濃いめのおもゆに浸したおしゃぷりを，子どもの口にもって

状の食物を吸って欽みこ ゆき，吸わせてみる。

む（1〕　　　〔3～5〕 2．粥状の食物が通るくらいの大きさの穴の乳首に粥状の食物を入れ、吸わ

せてみる。

5 スプーンから粥状や半糊 1．空腹時Iミルクを与える前に．粥状の食物をスプーンで与えて，吸うよ

状の食物を吸って飲みこ うに励ます。うまくできた時にはほめる。

む12〕　　　〔3～5〕 2．スプーンをのみこんでしまうようなら、口の横の方からスプーンを入れ
てみる。

6 スプーンから粥状や半糊 ユ．粥状、半糊状の食物をi回に少しずつスプーンにのせて，何度も与えて

状の食物を吸って飲みこ みる。

むt3〕　　　〔3～5〕 2．すりつぷしたリンゴ，’モモ，梨，じゃがいも，人参などいろいろな食物

を与えてI好き嫌いなく、食べるようにする。

＜援助の方法＞

1．飲みこもうとする時、あごから喉の方へ軽くなでおろす。

2・嫌いな食物には，始めは好きな食物をまぜて与える。

7 支えなしで哺乳ビンをも 1．ビンを与える時，子どもの手をビンのまわりに置くように手を添えさせ

ち飲むことができる 私両手が無理なら片手だけでも俸えさせ乱
〔6～8〕 2．ひとりでビンが持てるように，少しずつ母親の介助を減らしていく。

3．種々のビン（プラスチックのビンなど）を使ってみて、どれが一番良い
かをみる。ビンに飲み物をいっぱいに入れないで÷位が良い。

4．　ビンを落した時’，最初と同じ方法でビンを持たせる。

8 助けられてコップから飲 1．子どものお気に入りのコップに，少量の飲み物を入れ，母親が子どもの

むことができるω 手をとってコップの取っ手を握らせ．少しずつ口に運ばせてあげる。

〔6～8〕 2．種々のコップを使ってみる。左右に取っ手のっいた1直径5～ユO㎝位の
コツプが適切。

3．コップを傾けた時，子どもが必要な量を調節できるように，蓋付きのコ

ップを使用するとよい。

9 助けられて，コップから 1．喉がかわいている時，コップを見せる。

飲むことができる12〕 2．最初はお気に入りのコップに好きな飲み物を入れてあげる。

〔6～8〕 始めは，粘りのあるどろどろした飲み物を用いる。非常に甘い物や酢っ

ぱい物は，唾液が沢山出るのでさけた方がよい。

3．子どもの後ろか横に坐り，カップを少しずつ傾けてあげる。

く援助の方法＞

1．唇が下側の歯をおおい，コップの縁が上側の歯と触れあうように，コッ

プは下雇の上に置く。

ユ0 食物をかむ動作ができる ヱ．始めは，バナナ．マッシュポテトなどの柔かい食物を与える。

ω　　　　　〔6…8〕 2．母親は，子どもにかむ勤作をして見せ、まねするように励まし，子ども
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がかむ動作をしている時は，「ウマウマ」と声をかけてあげる。

3．食物が口の中にある時には，頼をなでおろしてあげる。

1ユ 食物をかむ動作ができる 1．食事シート番号ユOが上達したら，種々の舌ざわりの食をそえる。

12〕　　　　〔6～8〕 2．チーズ，パンの耳，ウエハースなど次第に舌ざわりのある食物に変えて
いく。

12 手を使ってひとりで食べ 1．子どもにビスケット，クラッカーなど好きな食物を手に持たせ、その手
る（1〕　　　　〔8～10〕 を口の方へ動かしてやる。必要なら，手を口までもっていってやる。

2．遊び食いが増えるのでI食事は20～30分位で切りあげるようにし、副食

を多く与えるように心がける。

ユ3 手を使ってひとりで食べ 1．お盆に子どもの大好きな食物の小片を置き，食物をつかんで口の中へ入
る12〕　　　　〔8～ユO〕 れる方法をやってみせ、子どもにもさせる。必要に応じて介助する。

2．スティック状の食物を用いるのもよい。

ユ4 スプーンや口角についた 1．上顎や頬の内側にウエハースなどの食物の小片をつけてやり、これを舌
食物をなめてとる（1〕 でとらせてみる。

〔9～ユユ〕 2．あまり甘い物や酢っぱい物は唾液が出るので避ける。

15 スブーンや□角についた 1．棒つきキャンディーやソフトクリームなどの子どもの好物を使ってみる。

食物をなめてとる12〕 2．母親か舌を突き出して，なめる方法を見せて，子どもにもさせる。

〔9～11〕 3．鏡に映してみる。

4．上記1．2．が可能になったら，ハチミツ，バターピーナッツなどを子ども

の口角につけてなめる練習をする。

16 コップをもりてひとりで 1．喉がかわいている時，蓋のない子ども用コップに好物の飲み物を÷程入

飲む11〕　　〔ユ2～14〕 れる。

2．コップをもって，ロヘ運ぷのを手伝う。

3．液状ヨーグルトのような粘りのある飲み物から始める。

4．あまり甘いジュースは用いない。

ユ7 コップをもってひとりで 1．次第に介助を減らして，できるだけ自分のカで飲むようにさせる。
飲む12〕　　　〔ユ2～i4〕 　　　　　　12．］ツプに了以上入れて飲ませてみる。

18 コップをもってひとりで 1．テーブルの上からコップを取り上げ、口にもっていって飲み，飲み終っ
飲む13〕　　　　〔ユ5〕 たらテーブルの上にコップを戻すという一連の動作をなるべく子どもひと

りで全部できるように励ます。

19 沢山こぼすが，ひとりで 1．子どもの好きなマッシュポテト，リンゴのすりおろし，プリンなどの粘

スプーンを使って食べる りのあるスプーンにのりやすい食物から始める。スプーンは平たく、柄の
ω　　　　　〔ユ2～15〕 短い子ども用の物がよい。

2．子どもの後ろか横に坐り，スプーンで食べさせる一方，子どもにも別の

スプーンをもたせ、食物をのせてやり何度かひとりで食べるよう介助す乱

20 沢山こぼすが，ひとりで 1．子どもの後か横に坐り，子どものスプーンに粘りのある食物をのせ，子

スプーンを使って食べる どもがスプーンをロヘもっていくよう援助する。

12〕　　　　〔12～15〕 2．口に運んだスプーンの中味がなくなって気が散るのを防ぐために、次の

方法で積極的に食事行動を促す。

①ユっのスプーンの中味がなくなると、次のスプーンを他方の手に渡す。

②2っ目のスプーンも空になり，両手に空のスプーンをもっているところ
に，3つ目のスプーンを差し出す。

③子どもは，空のスプーンを手放して，3つ目のスプーンを手にとる。こ
れを皿が空になるまで続ける。

く援助の方法＞

1．手首をもち介助

2．前腕をもち介助
3．肘をもち介助

21 沢山こぼすが，．ひとりで 1．子どもが、自分でもっているスプーンから食べられるようになったら，

スプーンを使って食べる ひとりで皿から食物をすくうよう，横か後ろから手伝う。

13〕　　　　　〔ユ2～15〕 2．スプーンに沢山の食物が入りやすいように，フードガードを使うとよい。
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22 食べられる物と食ぺられ 1、食べられない物を口にもっていったら，取りあげて「だめですよ。」と言・

ない物との区別ができる ってやめさせる。

〔16～19〕 2・類似した食べられる物と食べられない物を同時1g見せて，食べられる物

を口に入れたり，食べられない物を手にもって遊んだらほめる。

23 吹く動作ができるω 1．少し大げさに口をすぼめて、吹く動作を子どもに見せ，まねさせる。
〔ユ6～ユ9〕 2．空中でティッシニペーパーを吹いてみせ，子どもにまねさせる。

3・ろうそくの火を吹き消したり，コップに水を入れてストp一であぷくを

たててみせ，まねさせる。ろうそくやマッチは子どもの手の届かない所に
置く。

24 吹く動作ができる12〕 1．熱いスープや煮物を口でふいてさます動作を母親がやってみせ，子ども
〔16～ユ9〕 にもまねさせる。

2．洗面器や子ども用プールに水を入れ、紙などでできた舟のオモチャを浮

かべ，吹いて移動させる遊びを一緒にやって，吹く練習をさせる。

3。ひとりで吹けるようになれぱ，少し熱い食物を与える時。「フーフーして

から食べなさい。」と言って、ひとりで吹いてさまさせ私

25 吹く動作ができる③ 1．洗面器やプールに水を入れ，紙などでできた舟のオモチャを浮かべ．吹
〔16～19〕 いて移動させる遊びを一緒にやる。

2．　しゃぼん玉をつくるように，ストローをもってやり、吹いて見せ，まね
させる。

26 ストローを使って上手に 1．新しい乳首や小さい穴の乳首の哺乳ビンを使用して，吸う力を強めてあ

飲む　　　　　　〔19〕 げる。

2．食事中に□をすぼめrチュチュ」や「ムム」と発音させたり，舌うちさ
せたりする。

3．飲み物をストローで与え，ストローで上手に飲む練習をする。

27 食物をむいて食べる11〕 1．ろう紙やセロファンで小さな食物をおおざっぱに包んだものから，中味
〔20～23〕 を取り出して見せ，子どもにもそうするように促す。

2。「中に何が入っているのかしら？」などの声かけをしながらやってみると
よい。

28 食物をむいて食べる12〕 ユ．飴を包んである紙のねじわをゆるめて子どもに手渡し，その後ひとりで

〔20～23〕 取り出させる。

2．バナナの皮を半分位むいて手渡し，その後ひとりで皮をむくよう促す。

29 食物をむいて食べる③ 1．ひとりで飴の包みをとったり，バナナなどの果実の皮をむいて食べるこ
〔20～23〕 とができるように励ましてあげる。
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着　脱

シート番号 目　．標 訓　　　練　　　方　　　法

1 着脱時に，手足を差し出 1．子どもに，着脱に協カする機会を与える。
すことによって協カする 2．子どもに下着や上着をきせる時I子どもの腕の近くにそでをもっていき，
（1〕　　　　〔！2～15〕 そでの方に手をあげさせる。

3．子どもの足のそばにI靴やソックスやズボンをも・。ていき，その方向に

足を出すように励ます。

く援助の方法＞

1．全面介助・（手足を手引きして動かさせる）。

2．部分介助（声をかけながら，軽く手足に触れ、協カさせる）。

3、介助なし。

2 着脱時に，手足を差し出 1一子どもに下着や上着を着せる時，体を動かしたり，触れたりして，体の

すことによって協カする 名称を教える。

12〕　　　　〔12～15〕 2．子どもに名称を言い，その部分を勤かし協カするよう励ます。

3 着脱時に、手足を差し出 1．子どもの手足を少しだけ衣類に入れておき，子どもが協カして手足を動

すことによって協カする かすように促す。

13〕　　　　l12～15〕 2一「いない　いない　ばあ」などの遊びを入れて行・なうとよい。

4 帽子，ソックス，靴など 1．帽子を使って，「いない　いない　ばあ」をして遊ぶ。

の簡単な衣類を脱ぐω 2．少し大きめの帽子を用いる方がよい。
〔12～15〕

5 帽子，ソックス，靴など 1．ソックスを途中まで下げておき，最後まで脱ぐように促す。時間をかけ
の簡単な衣類を脱ぐ12〕 てやらせ，やり終えたらほめてあげる。

〔12～ユ5〕 2．靴を途中まで脱がせ，最後まで脱ぐように促す。

＜援助の方法〉

1．全面介助（手をとってやらせる）。

2．部分介助（子どもの手を衣類の方へもっていき．，その後目分でやらせる）。

3．介助なし。

6 帽子、ソックス，靴など 1．衣類を脱ぐようことばかけし，うまくできたらほめる。
の簡単な衣類を脱ぐ13〕 2．必要に応じて母親がソックスを脱ぐことを子どもの横で一緒にやってみ

〔12～15〕 せる。

7 大きなファスナーの上げ 1．少なくともユ5㎝位の大きなファスナーを用いる。
下げができる11〕 2．　ファスナーが容易に動くように、石鹸を塗ったり，ファスナーのつまみ

〔20～23〕 にリングや玉を結びつける工夫をする。

3．子どもにファスナーの上げ下げをやってみせ。子どもの手牽とって一緒

にやらせる。

＜援助の方法〉

1．全面介助（手をとって一一緒にやる）。

2．部分介助（肘をもってやるように促す）。

3．介助なし。

8 大きなファスナーの上げ 1．ファスナーがついている箱を作り，その中に子どもの好きなオ毛チャや
下げができる12〕 アメを入れておき、ファスナーをあけて中の物をとるように促す。

竈O～23〕 2．大きなファスナーボードをつくり、上げ下げをやってみせI子どもにも
させる。

＜援助の方法〉

1．全面介助（手をそえて一緒にやる）。

2．部分介助（途中まであけてやるか，手を添えてやり，その後子どもにや
らせる）。

3．介助なし。

9 大きなファスナーの上げ 1．子どもが着ている服の大きなファスナーをひとりで上げ下げするよう励
下げができる131 ます。

〔20～23〕 2．スナップのはずし方を示してやらせる。

く援助の方法〉

看脱シート番号8と同一。

10 スリッパや靴をはこうと 1．靴に足を入れることを教えるために，空き箱に子どもの足を入れさせる。
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する11〕 2．大きめのスリッパや靴を使い、ごっこ遊びをさせる。
〔20～23〕

1l スリッバや靴をはこうと 1．母親がスリッバや靴をはいてみせ，子どもに大きめのスリッパや靴でま
する12〕 ねをしてはかせる。この場合、靴の左右はわからなくてもよい。

〔20～23〕

12 スリッパや靴をはこうと 1．子どもが靴をはく時，母親ははきやすいように，靴の入口を大きく広げ
する13〕 てあげる。

〔20～23〕 2．はくようにことばかけし，次にやらせる。上手にできたらほめる。

ユ3 びとりで衣類を脱ぐ（下 1・ズボン，スカートIパンツを足首まで下げさせるg

半身）ω ＜援助の方法＞
〔20～23〕 1．全面介助（手をもって下げさせる）

2．部分介助（途中まで手をそえて下げさせる）

3I言語指示（ことぱかけで下げさせる）

工4 ひとりで衣類を脱ぐ（下 1．坐ってズボン，スカート，パンツを足首から脱ぎとらせる。
半身）12〕 ＜援助の方法＞

〔20～23〕 1．全面介助（手を添えてぬぎとらせる）

2．部分介助（片足だけ，または途中まで手を添える）

3．言語指示（ことばかけでぬぎとらせる）

ユ5 ひとりで衣類を脱ぐ（上 1．バンザイをさせ，下端をもって途中まであげてやりI後はひとりで脱が

半身）③ せる。

．〔20～23〕 2．衣類によっては，えり首をもって途中まであげてやり，後はひとりで脱

がせる。

＜援助の方法〉

1．全面介助（子どもの手で端をつかませ，その手をもって脱がせる）

2．部分介助（頭を入れる時，最後にひっぱる時に手伝う）

3．言語指示（ことばかげだけでやらせる）

16 ひとりで衣類を脱ぐ14〕 1。衣類をびとりで脱ぐ去うに励ます。
〔20～23〕 2．脱ぐのが困難な服（首のまわりがきゅうくっな服，ボタンのっいた服な

ど）は，部分的に介助してあげてもよい。

ユ7 簡単な衣類を着る（帽子， 1．少し大きめの帽子，靴下などを用いる。
靴下など）（1〕 2．看衣の仕方を鏡の前で子どもに示し，子どもにも試みさせる。

〔21～24〕 3．必ず傍にいて，子どもの着衣行動を見てやり，ほめることを忘れないよ

うにする。

＜援助の方法〉

1．母親が子どもの手をとって介助し，最後の段階だけ子どもにさせる。

2．着衣過程の前半だけ手伝う。

3．介助なし。

ユ8 簡単な衣類を着る（セー 1．少し大きめの衣類を用いる。
ター，シャツなど）12） 2．3．着脱シート番号ユ7と同一。

〔27～32〕 4．ボタンやスナップなどは母親が手伝う。　　　’

＜援助の方法〉

1．2．着脱シート番号7．と同一。

3．介助なし（ぴったりの衣類で行い1着衣を定着させる）

19 大きなボタン，スナップ 1．床に洋服を広げ，ボタンやスナップのはずし方を示し，子どもにやって

をはずすω みるように励ます。

〔32～35〕 2．動物の顔を描いたボタンでシートを作り，遊びながら練習させる。

＜援助の方法〉

1．子どもの手をとって教える。

2．肘，また前腕に軽く触れて介助する。

3．介助なし。

20 大きなボタン，スナップ 1．身につけている衣類のボタンをはずすようにさせる。

をはずす② 2．傍に母親が坐り、ゆっくりやり方を見せてやってから，一緒にやるよう
〔32～35〕 励ます。
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3．ボタンやスナップをひとりではずしてI衣類を脱ぐようにさせる。

＜援助の方法＞

着脱シート番号19と同一。

21 ひもをほどく 1．くっやケープのひものはずし方を示し，子どもにまねさせる。

〔32～35〕 ＜援助の方法〉

着脱シート番号19と同一。
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排　泄

シート番号 目　　　標 訓　　　練　　　方　　　法

1 トイレットトレーニング 1．約2週間，子どもが覚醒している時の排尿便，失尿便、またI食事や水
スケジューイレ表の作成 分の撲り方，一日の活動を観察、記録して，排泄の時問帯を調ぺる。

〔18～21〕 2．上記の調査をもとに．トイレットトレーニングスケジュール表を作成し．

それに基いて実施し，記録し，修正する。

2 便器．またはおまるに坐 1．飲み物の摂取量を多くする。排泄シート番号1のスケジュール表に徒っ

る　　　　　〔21～24〕 て、「○Oちゃん，お便所（おまる）に行こう。」と言って’子どもを連れて

行き．ズボンとパンツを下げてやる。

2．「O○ちゃん、坐りなさい。」と言って，便器（おまる）に坐らせる。

3．．少しでも坐れたらほめてやり，次第に坐る時閻を長くしていく。

4．この時，おしめをはずしてパンツにし，ズボンもトレーニングパンツの、

ようなゆったりしたものがよい。おまるは，底が広くて安定性があり，前

につかまるところかあるものが良く，坐った感触が良いように保温パット

を敷いてやる。声かけは，いつも同一のことぱを使用し，ほめるのは，子

どもが立ち上がろうとする直前にする。

く援助の方法〉

1．後ろから，太ももの横を押えて坐らせる。

2．肩を軽く押して，坐らせる。

3．介助なし。

3 便器，またはおまるで排 1、排泄シr卜番号2．と同様の手続きで便器（おまる）に坐らせ，排泄する

泄する ように励ます。

〔24～27〕 2．排泄できたらほめるが．できなくても叱らない。

3．途中までパンッやズボンをあげてやり、その後，子どもがひっぱってあ

げるように励ます。

4．日昼は飲み物の摂取量を多くし，寝る前は少なくする。

4 排泄の要求を意志表示す 1．顔の表情が変化したり．お尻をさわったりなど，何か排泄の徴候を示す

る　　　　　〔24～31〕 行動を見つけた時、rおまるに行こう。」などの言葉かけをして排泄場所に連

れて行く。排泄したら，ほめる。
2．少しでも、排泄の要求を自分から示そうとしたらほめてやり，「おまるに

行こう。」とI排泄行勤を強化する。

く援助の方法〉

1．言葉かけをして，優しく子どもの背を押して一排泄場所へ違れて行く。

2．言葉かけをして，一緒に行ってあげる。

3．排泄を自分から知らせ，排泄場所へ行㍍

5 後始末を除いて、排泄行 1．最初は，子どもの排泄行動の全てを手伝うが，後始末だけ手伝うところ

動がひとりでできる まで，少しずっ介助を滅らしでいく（例えば，ズポンを途中まで下げてや

〔24～31〕 り，後は子どもにさせる）。

2．介助を除去するのに急がない。ひとりでできたらほめる。

＜援助の方法＞’

1．全面介助

z　部分介助

3．介助なし

一115一


